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題字・故 鈴木忠雄名誉会長

第
24
号

昨
年
は
、
未
曾
有
の
震
災

の
後
で
、
放
射
能
汚
染
、
欧

州
通
貨
問
題
、
政
局
の
不
安

定
と
、
政
治
経
済
の
混
乱
が

続
く
波
乱
の
年
で
あ
り
ま
し

た
。こ

う
し
た
中
、
宮
城
支
部

総
会
が
被
災
の
中
で
開
催
さ

れ
、
長
年
開
か
れ
て
い
な

か
っ
た
田
舎
館
支
部
の
復
活

な
ど
、
我
が
同
窓
会
の
パ

ワ
ー
に
は
目
を
見
張
る
も
の

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
同
窓
生
の
活
躍

を
、
各
メ
デ
ィ
ア
で
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
か
っ
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
第
１
面
に
記
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
１３０
年

記
念
事
業
が
始
動
い
た
し
ま
し

た
。す

で
に
寄
付
さ
れ
た
土
地
の

駐
車
場
整
備
事
業
は
終
わ
っ
て

い
ま
す
。
本
年
は
旧
生
徒
会
館

の
解
体
と
、
鏡
ヶ
丘
記
念
館
の

整
備
事
業
、
並
び
に
記
念
誌
作

成
に
着
手
い
た
し
ま
す
。
そ
し

て
来
年
は
、
記
念
式
典
と
ね
ぷ

た
運
行
、
教
育
支
援
事
業
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
期
日
が
差
し

迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

な
に
ぶ
ん
、
す
べ
て
が
お
金

の
か
か
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。記

事
に
書
か
れ
て
お
り
ま

す
よ
う
に
、
今
の
と
こ
ろ
、

募
金
は
目
標
金
額
の
約
三
分

の
一
し
か
集
ま
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
こ
こ
は
同
窓

生
の
方
々
の
心
意
気
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
母
校
の
た
め

に
、
未
来
の
生
徒
た
ち
の
た

め
に
、
大
い
な
る
御
寄
付
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　時下、新緑の候、同窓生各位、益々ご清祥のこととお慶び
申し上げます。
　扨、我々の先輩でありました坂田二郎氏が創立100年を
記念して始まったゴルフコンペも、第29回となりました。
鏡ヶ丘同窓会と同日、同窓の旧交を深めるべく、下記要項の
通り、開催致します。各同窓生の皆様へ、声を掛け合いご参
加下さいますよう、ご案内申し上げます。
日　　時　平成24年7月7日（土）午前7時30分集合
　　　　　午前8時スタート（アウト、イン同時）
場　　所　津軽カントリークラブ　百沢コース
競技方法　18ホールストロークプレー（新ペリア方式）
会　　費　3,000円・プレー代各自（当日受付にて徴収）

■申込み方法
幹　事　太田宏明（昭39卒）℡0172-32-4071
　〃　　森山豊三（昭39卒）℡0172-37-7398
　〃　　大村嗣郎（昭30卒）℡0172-38-3626

ホームページ　URL http://kagamigaoka.com/
管理者メール　webmaster@kagamigaoka.com
実 行 委 員 長　大中　実（昭61卒） facebook開始

平
成
２４
年
度
の
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
総
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
出
席
下
さ

る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
７
月
７
日
（
土
）
午
後
５
時
よ
り

◆
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

麗
峰
の
間

◆
会
費

７
０
０
０
円

懇
親
会
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
当
番
制
で
各
同
期
会
が

担
当
し
て
お
り
、
昨
年
は
昭

₅₆
卒
に
よ
る
弘
高
の
歴
史
を

映
像
と
寸
劇
で
語
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

今
回
は
昭
57
卒（
佐
藤
記

一
・
代
表
）の
出
番
で
す
。

ど
ん
な
企
画
が
飛
び
出
す
か

楽
し
み
で
す
。

な
お
、
ご
出
席
さ
れ
る
方

の
み
、
同
封
い
た
し
ま
し
た

返
信
用
ハ
ガ
キ
を
事
務
局
ま

で
お
送
り
下
さ
い
。

同
窓
会
運
営
協
力
費
の

御
礼
と
お
願
い

毎
年
、
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
運

営
費
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度

は
１
６
０
０
名
余
り
の
方
々

か
ら
４
０
０
万
円
を
超
え
る

協
力
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
た
く
、
衷
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
協
力
金
は
会
報
の
発

行
・
発
送
、
ね
ぷ
た
制
作
援

助
、
全
国
大
会
出
場
者
へ
の

餞
別
、
各
地
同
窓
会
会
合
へ

の
旅
費
の
負
担
等
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
な
お
、
協
力
費
は
年
間

一
口
千
円
で
、
一
口
以
上
、

何
口
で
も
結
構
で
す
。
同
封

の
振
替
用
紙
で
郵
便
局
か
ら

ご
送
金
下
さ
い
。
手
数
料
は

同
窓
会
が
負
担
し
ま
す
。

総
会
案
内

　　　 公式ホームページ　http://kagamigaoka.com/

第29回 鏡ヶ丘同窓会ゴルフコンペのご案内

鏡ヶ丘ホームページ

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の

で
あ
と
一
年
余
り
、
平
成
₂₅
年

₁₀
月
6
日
に
創
立
百
三
十
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
₂₃
年
2
月
8
日
に
最
初
の

創
立
百
三
十
年
記
念
事
業
協
賛

会
設
立
準
備
会
が
立
ち
上
げ
ら

れ
、
以
降
３
回
の
会
合
を
経
て
、

平
成
₂₃
年
7
月
₂₅
日
に
同
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
同
窓
生
を
は
じ
め
、
関
係

諸
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
以
下
は
す
で
に
皆

様
の
お
手
元
に
郵
送
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
本
事
業
の

内
容
と
予
算
を
示
し
た
も
の
で

す
。募

金
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
昨
年
の
₁₀
月
か
ら
募
金
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
ご

協
力
い
た
だ
き
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
お
陰
様
で
平
成

₂₄
年
3
月
末
現
在
で
募
金
額
が

目
標
額
の
約
３
分
の
１
ほ
ど
と

な
り
ま
し
た
。

す
で
に
土
地
寄
付
整
備
事
業

で
は
寄
付
さ
れ
た
土
地
の
整
備
、

登
記
等
が
昨
年
の
₁₂
月
に
完
了

し
、
現
在
す
で
に
駐
車
場
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
に
要
し
た

経
費
が
こ
の
募
金
か
ら
支
払
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
鏡
ヶ
丘
記
念
館
整
備

委
員
会
、
旧
生
徒
会
館
整
備
委

員
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
委
員

会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
予
算
内

で
綿
密
な
事
業
計
画
を
作
成

し
、
そ
の
施
工
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

た
だ
一
方
で
は
、
目
標
額
で

あ
る
５
６
０
０
万
円
に
は
ま
だ

ま
だ
募
金
が
足
ら
ず
、
今
後
と

も
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を

お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
同
期
の
皆
様
、

あ
る
い
は
最
寄
り
の
支
部
の
皆

様
、
さ
ら
に
は
職
場
の
皆
様
等

で
お
誘
い
い
た
だ
き
、
こ
の
記

念
事
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。（

旧
渉
外
主
任

松
本
了
）

一
、
募
金
目
標
額

五
、六
〇
〇
万
円

一
、
募

金

額

同
窓
会
員
一
口
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
で
き
れ
ば
２
口
以
上
お
願
い
し
ま
す
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
人
一
口
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
で
き
れ
ば
２
口
以
上
お
願
い
し
ま
す
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
協
賛
者

随
意

一
、
期　
　
　
　
間

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
ま
で

一
、
払
い
込
み
方
法

同
封
の
振
込
用
紙
で
ご
送
金
下
さ
い
。

（
振
込
手
数
料
は
当
方
負
担
）

一
、
問
い
合
わ
せ
先

〒
〇
三
六
ー
八
五
五
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
森
県
弘
前
市
新
寺
町
一
番
地
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
森
県
立
弘
前
高
等
学
校
内

弘
高
創
立
百
三
十
年
記
念
事
業
協
賛
会
事
務
局

 
 

☎
〇
一
七
二
ー
三
二
ー
八
五
四
五（
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
も
）

創立百三十年記念事業始まる創立百三十年記念事業始まる

未来の生徒のために！未来の生徒のために！未来の生徒のために！
募金に大いなるご協力を

一
丸
と
な
っ
て
130
年
を

鏡
ヶ
丘
同
窓
会
会
長
　
　
　

中
林

裕
雄

（
昭
39
卒
）

▲旧生徒会館と
 鏡ヶ丘記念館
◀土地寄付整備事業で
　完成した駐車場

項　　　目 金　額 摘　　　　　要
１ 旧 生 徒 会 館 整 備 費 2,550万円 旧生徒会館の解体と倉庫の新設
２ 鏡 ヶ 丘記念館活用整備費 1,000万円 市民還元を目指した展示方法の改善
３ 土 地 寄 付 整 備 費 350万円 寄付された土地の整備
４ 記 念 誌 刊 行 費 300万円

５
記 念 行 事 費 200万円
①　 記 念 式 典 費 （100万円） 永年勤続者等表彰記念品等
②　 祝 賀 会 費 （100万円） 会場費等

６ ね ぷ た・ 制 作 運 行 費 100万円
７ 教 育 支 援 費 340万円 学校教育活動への援助
８ 事 務 費 530万円 趣意書等の印刷・郵送費等
９ 予 備 費 230万円

計 5,600万円

記 念 事 業 行 事 計 画

同窓会名簿発刊のお知らせ
鏡ヶ丘同窓会では、今年の7月に5年ぶりに同窓会名簿改訂版を発行いたします。まだ、
同窓会名簿を申し込みされていない方は今回、同封しました「同窓会名簿発刊についての
お知らせ」ハガキにてお申込ください。追って同窓会名簿専用振替用紙をお送りします。
　なお、今回の申込が最後の受付となりますので、購入希望の方はこの機会にお申込下さ
いますようよろしくお願い申し上げます。
　　● B５版　約750頁　● 価格３，８００円（消費税、発送費込み。振替手数料は別途。）
　　● 平成24年7月発行
ご注意 今回の同窓会名簿も長年にわたり取引している㈱廣済堂にお願いし発行します。
　㈱廣済堂以外から電話やハガキにて問合せがあった際は、ご返答しないようくれぐれも
ご注意願います。

● 募 金 計 画 ●

一
丸
と
な
っ
て
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私
は
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

学
校
が
終
わ
る
と
毎
日
自
転
車

で
練
習
場
へ
行
き
、
七
時
半
頃

ま
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
休
日

に
は
、
コ
ー
ス
で
作
業
を
し
た

後
、
ラ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

私
は
今
年
度
、
日
本
Jr.
ゴ
ル

フ
選
手
権
と
国
体
に
出
場
し
ま

し
た
。
日
本
Jr.
ゴ
ル
フ
選
手
権

で
は
、
二
日
間
の
予
選
を
突
破

す
る
こ
と
が
で
き
、

四
十
八
位
タ
イ
で
し

た
が
、
と
て
も
収
穫

の
あ
る
大
会
に
な
り

ま
し
た
。
国
体
は
青

森
県
代
表
と
し
て
、

堂
々
と
し
た
ゴ
ル
フ

が
で
き
ま
し
た
。
私

は
こ
れ
か
ら
さ
ら
な

る
飛
躍
を
目
指
し
て
今
も
練
習

し
て
い
ま
す
。
三
月
末
に
は
全

国
高
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
に
出
場

し
ま
し
た
。

私
は
、
昨
年
八
月
の
上
旬
に

東
北
三
県
で
行
わ
れ
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
に
参
加
し
ま
し

た
。
一
年
生
、
二
年
生
と
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
参
加
し
て
き
た
も

の
の
、
最
後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
ま

で
と
は
良
い
意
味
で
少
し
違
っ

た
様
な
大
会
に
感
じ
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
は
、
七
位
と
い

う
不
甲
斐
な
い
も
の
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
他
県
の
選

手
と
も
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

た
な
ど
、
様
々
な
面
で
得
た
も

の
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
の
部
活
と
し
て
の
活
動

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ウ
ェ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
関
係
者
の

方
々
や
、
顧
問
の
先
生
、
そ
し

て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

な
ど
、
多
く
の
理
解
者
に
恵
ま

れ
て
こ
の
よ
う
な
舞
台
に

立
つ
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
人

た
ち
に
何
よ
り
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。

ゴルフ部

前
山

聖
耶
（
三
年
）

書
道
部
は
、
男
子
一
名
女
子

十
七
名
で
活
動
し
て
き
た
。
三

年
生
四
人
が
卒
業
し
て
十
四
名

で
活
動
し
て
い
る
。

主
な
活
動
内
容
は
、
新
入
生

の
た
め
の
部
活
動
説
明
会
で
の

Ｐ
Ｒ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
弘
高

祭
で
の
部
展
示
及
び
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
地
区
高
校
書
道
展
及

び
高
総
文
祭
書
道
部
門
へ
の
参

加
で
あ
る
。
更
に
今
年
か
ら
二

年
生
が
、
書
道
室
の
掲
示
板
に

作
品
を
展
示
す
る
と
い
う
新
し

い
試
み
を
展
開
し
て
い
る
。
生

涯
で
一
回
き
り
の
十
六
歳
・

十
七
歳
の
、
一
回
き
り
の
あ
る

日
の
、
一
瞬
の
、
一
回
き
り
の

線
質
で
書
か
れ
た
作
品
を
展
示

し
て
い
る
。

書
の
魅
力
の
一
つ
は
、

「
一
回
性
」
で
あ
る
。
一

度
引
い
た
線
は
、
二
度
と

書
け
な
い
の
で
あ
る
。
書

き
直
し
は
で
き
な
い
。

我
々
の
「
生
」
と
同
じ
で

再
生
は
で
き
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
一
瞬
一
瞬
が
、
一

筆
一
筆
が
、
勝
負
な
の
で

あ
る
。

  

そ
ん
な
若
い
命
の
「
匂

ふ
」
作
品
が
校
内
随
所
に

溢
れ
る
こ
と
を
夢
見
る
昨

今
で
あ
る
。

人

事

異

動

図
書
寄
贈
同
窓
生
一
覧

全
国
大
会
を
振
り
返
っ
て

会
津

圭
悟
（
平
24
卒
）

退
職
／
校
長
・
矢
本
嘉
則

転
任
／
教
頭
・
福
地

進
（
八
戸

北
高
校
長
へ
）
教
諭
・
相
川
省
治

（
青
森
中
央
）
松
本

了
（
八
戸
高

教
頭
へ
）
小
山
内
進
（
青
森
）
木

村
真
明（
弘
前
南
）高
橋
伸
光（
弘

前
実
業
）
秋
元
久
弥
（
五
所
川
原

工
業
）
田
澤
和
康
（
県
総
合
学
校

教
育
セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
）
千
葉

哲
也
（
三
沢
）
三
浦

航
（
木
造

高
深
浦
校
舎
）
総
括
事
務
主
幹
・

伊
藤
人
美
（
弘
前
工
業
）
技
能
主

事
・
葛
西
冬
樹
（
浪
岡
）
非
常
勤

講
師
・
福
山
直
人
（
任
期
満
了
）

工
藤
久
美
子
（
任
期
満
了
）

転
入
／
校
長
・
古
山
哲
司（
黒
石
）

教
頭
・
奈
良
昌
孝
（
田
名
部
）
教

諭
・
早
川
博
文
（
岩
木
）
佐
藤
正

幸（
黒
石
）川
口

智（
弘
前
中
央
）

番
場
泰
文
（
学
校
教
育
課
指
導
主

事
）
桶
田
久
美
子
（
弘
前
南
）
白

鳥
雅
史
（
青
森
中
央
）
三
上
由
美

子（
弘
前
中
央
）中
村
宰
和（
六
ヶ

所
）
臨
時
講
師
・
黒
滝

亮
（
金

木
高
市
浦
分
校
）勘
林
登
貴
子（
青

森
東
平
内
校
舎
）
事
務
主
幹
・
齋

藤

環
（
黒
石
）
技
能
主
事
・
花

田
一
彦
（
五
所
川
原
工
業
）
非
常

勤
講
師
・
藤
田
研
介
・
工
藤
隆
文

（
弘
前
実
業
）

平成24年3月卒業生の進路状況 (3月29日現在）

表１　平成24年3月卒業生（272名）進路状況
受　　験 合　　格 進　　学

国 公 立 大 学
今年 387 145 141

昨年 362 170 157

私 立 大 学
今年 333 150  52 

昨年 419 182  64

そ の 他
今年 8 6  3 

昨年 6 5 5

就 　 職
今年 3 3 3

昨年 3 1  1

進 路 未 定
今年 73 

昨年 51

表３　過去６年間のおもな大学の合格者数
（国公立大）

平成24年 平成23年 平成22年 平成21年 平成20年 平成19年
現 過 現 過 現 過 現 過 現 過 現 過

北 海 道 大 5 5 1 9 1 4 1 7 2 10 1
弘 前 大 50 13 69 7 74 11 83 6 76 10 67 11
岩 手 大 7 1 11 2 7 9 1 4 12 1
東 北 大 26 2 30 2 35 3 28 4 29 6 26 4
筑 波 大 4 1 1 2 3 3 1 2 1
千 葉 大 3 4 1 8 4 2 11 2 3
お 茶 の

水 女 大
3 1 1 1

東 京 大 2 4 2 3 4 2
東京外語大 1 2 3 1
東 京 工 大 1 1 1
京 都 大 1 3 1 1 2

総　数 145 25 170 26 168 19 174 25 174 31 150 28

（私立大）
平成24年 平成23年 平成22年 平成21年 平成20年 平成19年
現 過 現 過 現 過 現 過 現 過 現 過

北海道医療 2 1 4 5 2
東 北 薬 大 2 2 9 2 1 6 6 3 2
慶 應 大 4 2 3 2 3 2 2 1 1 2 1
中 央 大 6 9 15 3 6 1 8 4 7 4 5 2
日 大 7 1 8 8 1 4 1 9 2 2 2
明 治 大 9 4 9 1 7 10 2 4 2 6 1
立 教 大 6 2 1 1 4 2 4
早 稲 田 大 7 7 9 7 4 2 11 1 6 5 7 3
立 命 館 大 1 1 11 1 5 2 2

総　数 150 48 180 126 20 128 38 162 60 128 47

表２　最近６年間の進学率
平成24年 平成23年 平成22年 平成21年 平成20年 平成19年

全体
進 学 率 72.1% 81.3% 80.8% 85.0% 84.3% 79.5%

卒業者数 272 278 271 267 274 278

男子
進 学 率 64.9% 80.3% 77.9% 83.5% 82.3% 80.5%

卒業者数 134 142 136 127 130 149

女子
進 学 率 79.0% 82.4% 83.7% 86.4% 86.1% 78.3%

卒業者数 138 136 135 140 144 129

平
成
24
年

入
試
に
つ
い
て

進
路
指
導
部

竹
内

義
雄

母
校

便
り
母
校

便
り

書 道 部

ウェイト
リフティング部

ゴ
ル
フ
と
私

平
成
二
十
三
年
度

▼
昭
₁₅
卒
工
藤
慶
三
郎
『
近
松

時
代
物
現
代
語
訳
「
用
明
天
皇

職
人
鑑
」』『
近
松
時
代
物
現
代

語
訳「
関
八
州
繋
馬
ほ
か
」』『
近

松
時
代
物
現
代
語
訳
「
日
本
振

袖
始
ほ
か
」』『
日
本
の
国
を
作

り
堅
め
た
神
は
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ

ス
で
あ
る
。
Ⅰ
〜
Ⅳ
』
御
遺
族

よ
り
▼
昭
₂₂
卒
佐
藤
圭
一
郎

『
岩
木
川
〜
み
ず
・
ひ
と
・
し

ぜ
ん
〜
①
〜
⑮
』（
公
開
講
座
・

講
演
記
録
集
）･

『
青
森
縣
岩
木

川
生
物
調
査
報
告
（
第
一
報
・

第
二
報
）』
な
ど
岩
木
川
に
関

す
る
書
籍
集
▼
昭
₂₅
卒  

下
山

一
二
三
「
下
山
一
二
三
作
品
集
」

W
o

rks o
f H

ifu
m

i Sh
i-

m
oyam

a (CD
)･

『
深
響
第
２

番

６
つ
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の

た
め
の
』
▼
昭
₂₈
卒
寺
口
秀
雄

美
術
系
図
録
▼
昭
₃₁
卒
西
澤

郁
夫
『
札
幌
農
学
校
』
復
刻
刊

行
会
『
札
幌
農
学
校
―
日
本
近

代
精
神
の
源
流
』
▼
昭
₃₃
卒

奈
良
岡
紘
子
『
ス
ロ
ー
ピ
ン
グ

で
ピ
ン
ピ
ン
・
ス
タ
ス
タ
・
介

護
な
し
』
▼
昭
₃₇
卒  

長
内
健

『
企
業
秘
密
防
衛
の
理
論
と
実

務
営
業
秘
密
を
中
心
と
し
て

５
版
』、
古
賀
茂
明
『
日
本
中

枢
の
崩
壊
』、
マ
イ
ケ
ル
・
サ

ン
デ
ル
『
ハ
ー
バ
ー
ド
白
熱
教

室
講
義
録
＋
東
大
特
別
授
業

上
下
』
▼
昭
₃₇
卒
原
子
慧
弘

前
高
校
自
治
会
誌

昭
和
₃₄
年

度
▼
昭
₃₇
卒
立
石
勝
規
『
論
説

室
の
叛
乱
』（
講
談
社
文
庫
）

▼
昭
₃₉
卒
舘
田
勝
弘
陸
羯
南

会
『
陸
羯
南
会
誌

第
２
号
』

▼
昭
₄₃
卒
高
橋
憲
三
『
青
く
あ

れ
高
橋
憲
三
詩
集
』
▼
昭
₄₄
卒

兼
平
泰
正

比
田
井
天
来
『
比

田
井
天
来
の
書
』
▼
昭
₄₄
卒
船

越
素
子『
北
奥
氣
圈   

第
七
號
』、

『
文
芸
弘
前
』
編
集
委
員
会
『
文

芸
弘
前
第
₂₃
号
』
▼
平
２
卒

山
口
昌
樹
ポ
ー
ル
・
デ
・
グ

ラ
ウ
エ
著
田
中
素
香
･
山
口

昌
樹
訳
『
通
貨
同
盟
の
経
済
学

ユ
ー
ロ
の
理
論
と
現
状
分
析

原
書
第
８
版
』
▼
昭
₃₇
卒
原
子

慧
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会

『
東
奥
文
化

創
立
五
十
五
周

年
記
念

第
八
十
二
号
』
▼
昭

₃₉
卒
笠
井
哲
哉
青
森
県
文
化

財
保
護
協
会
『
東
奥
文
化

創

立
五
十
五
周
年
記
念

第

八
十
二
号
』
▼
昭
₄₂
卒
今
岡
洋

子
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会

『
東
奥
文
化

創
立
五
十
五
周

年
記
念

第
八
十
二
号
』
▼
昭

₄₉
卒

福
井
次
郎
『
青
森
の
逆

襲
』（
言
視
舎
）
▼
昭
和
₆₁
卒

黒
瀧
睦
子
『
一
期
一
会
』（
日

本
文
学
館
）

書
の
一
回
性

旧
顧
問

秋
元

久
弥

今
年
度
の
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
は
、全
国
平
均
点（
河

合
塾
推
定
）
が
、
９
０
０
点
圧

縮
型
で
、
理
系
が
５
９
８
点
、

文
系
が
５
８
３
点
だ
っ
た
。
本

校
現
役
生
は
理
系
の
平
均
点
が

６
６
７
・
８
点
、
文
系
の
平
均

点
が
６
３
５
・
０
点
だ
っ
た
。

難
関
大
の
出
願
状
況
は
、
セ

ン
タ
ー
試
験
前
と
ほ
と
ん
ど
変

更
な
く
出
願
し
た
。
現
役
生
の

結
果
は
京
都
大
１
名
、
名
古
屋

大
１
名
、
東
工
大
１
名
、
お
茶

の
水
大
３
名
、
東
北
大
₂₆
名
、

北
海
道
大
５
名
で
あ
っ
た
。

ま
た
、医
学
部
医
学
科
で
は
、

名
古
屋
大
１
名
、東
北
大
３
名
、

弘
前
大
学
９
名
が
合
格
し
、
今

年
も
青
森
県
の
医
師
不
足
問
題

に
貢
献
で
き
た
と
思
う
。

来
年
度
も

・
規
律
あ
る
自

由

・
自
学
自
習

・
体
力
の

増
進

を
教
育
目
標
に
掲
げ
、

自
己
を
確
立
し
、
自
己
実
現
を

め
ざ
す
生
徒
を
育
成
す
る
よ
う

に
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

鏡ヶ丘記念館への寄贈物品についてお願い

　現在130年事業に伴い、鏡ヶ丘記念館内の
内部資料を整理しております。寄贈された資料
を破棄することもあり得ます。資料を寄贈され
た方のなかでご心配な方は、一度学校にご連絡
いただくようお願いいたします。
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平
成
₂₃
年
7
月
1
日
金
曜

日
、
本
校
第
一
体
育
館
に
お
い

て
、
文
芸
評
論
家
の
三
浦
雅
士

氏
（
昭
₄₀
卒
）
を
お
招
き
し
て

進
路
講
話
が
行
わ
れ
た
。

三
浦
氏
は
雑
誌
『
ユ
リ
イ

旧
制
弘
中
・
弘
高
Ｏ
Ｂ
を
含

め
た
錚
々
た
る
大
先
輩
の
中

で
、
是
非
紹
介
し
て
お
き
た
い

人
物
が
野
崎
孝
（
昭
₁₀
卒
）
さ

ん
。
昭
和
₃₉
年
に
出
し
た
サ
リ

ン
ジ
ャ
ー
の
名
訳
『
ラ
イ
麦
畑

で
つ
か
ま
え
て
』
が
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
り
大
評
判
と
な
っ
た

翻
訳
家
で
あ
る
。

村
上
春
樹
氏
が
手
が
け
た
新

訳
が
『
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
・
イ
ン
・

カ
』『
現
代
思
想
』
の
元
編
集

長
で
あ
り
、
現
在
は
雑
誌
『
ダ

ン
ス
マ
ガ
ジ
ン
』
の
編
集
長
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
評
論

活
動
で
は
平
成
₂₂
年
に
紫
綬
褒

章
を
受
章
さ
れ
た
。
舞
踏
研

究
、
身
体
論
、
比
較
文
明
論
の

第
一
人
者
で
あ
る
。

三
浦
氏
は
講
演
の
中
で
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
自

分
の
夢
を
叶
え
て
生
き
て
い
く

に
は
英
語
の
能
力
は

必
須
で
あ
る
」
と
、

英
語
学
習
の
重
要
性

を
強
調
さ
れ
た
。
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
客

員
教
授
の
経
歴
も
持

つ
三
浦
氏
の
こ
と
で

あ
る
。
弘
高
時
代
か

ら
さ
ぞ
英
語
が
得
意

だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
聴
衆
の
多
く
は

予
想
し
た
は
ず
だ
。

し
か
し
意
外
な
こ
と

に
氏
が
本
当
の
意
味

で
英
語
を
身
に
つ
け

た
の
は
、
講
演
の
た

め
の
渡
米
に
及
ん
だ
際
だ
と
い

う
。
こ
の
逸
話
に
は
、
現
在
英

語
を
苦
手
と
す
る
生
徒
も
大
い

に
励
ま
さ
れ
た
。

ま
た
、
氏
が
影
響
を
受
け
た

人
物
、
転
機
と
な
っ
た
出
来
事

を
挙
げ
た
上
で
、「
千
載
一
遇

の
機
会
を
逃
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
も
述
べ
ら
れ
た
。
千
載

一
遇
と
は
千
年
に
一
度
し
か
出

会
え
な
い
よ
う
な
珍
し
い
こ

と
、
つ
ま
り
二
度
と
な
い
好
機

を
い
う
。
人
は
千
年
生
き
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
す

べ
て
の
機
会
は
千
年
に
一
度
の

も
の
と
考
え
大
切
に
す
べ
き
だ

と
い
う
教
え
に
、
生
徒
た
ち
は

大
き
く
頷
い
て
い
た
。

さ
ら
に
三
浦
氏
は
、
言
語
の

習
得
に
は
繰
り
返
し
練
習
し
て

身
体
に
覚
え
さ
せ
る
の
が
効
果

的
だ
と
言
わ
れ
、「
言
葉
や
文

学
は
身
体
と
の
か
か
わ
り
抜
き

に
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
す
る
氏
の
身
体
論
の
中

枢
に
話
は
及
ん
だ
。
大
学
の
講

義
の
よ
う
な
内
容
に
、
生
徒
た

ち
は
知
的
好
奇
心
を
刺
激
さ
れ

た
様
子
で
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。
思
索
を
深
め
、
自
己
と

進
路
に
つ
い
て
考
え
る
ま
た
と

な
い
機
会
と
な
っ
た
。
講
演
終

了
後
に
は
多
く
の
質
問
が
あ
が

り
、
三
浦
氏
は
一
人
一
人
に
丁

寧
に
答
え
ら
れ
た
上
、
特
に
熱

心
な
生
徒
に
対
し
て
は
校
長
室

で
「
課
外
授
業
」
を
行
っ
た
。

三
浦
氏
に
と
っ
て
は
平
成
５
年

の
開
校
記
念
講
演
以
来
の
母
校

訪
問
で
あ
る
。
学
校
裏
手
（
最

勝
院
側
）
の
風
景
は
三
浦
氏
在

校
当
時
の
面
影
を
と
ど
め
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
当
時
の
思
い

出
話
も
飛
び
出
し
た
。

三
浦
氏
は
著
書
『
出
生
の
秘

密
』
の
中
で
「
評
論
も
ま
た
対

象
以
上
に
自
己
を
語
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
評
論
家
は
対
象
を

媒
介
と
し
て
自
己
を
表
現
す

る
。
そ
の
評
論
家
が
直
接
「
自

己
」
を
語
っ
た
。
講
演
を
拝
聴

す
る
栄
に
浴
し
た
私
た
ち
は
千

載
一
遇
の
機
会
を
得
た
と
い
え

る
。

ザ
・
ラ
イ
』
の
タ
イ
ト
ル
で
9

年
前
に
刊
行
さ
れ
て
、
新
旧
双

方
の
翻
訳
の
優
劣
が
話
題
に

な
っ
た
。
村
上
訳
で
は
主
人
公

ホ
ー
ル
デ
ン
君
が
少
々
お
行
儀

よ
く
な
り
す
ぎ
た
た
め
、
む
し

ろ
半
世
紀
前
の
奔
放
な
野
崎
訳

の
素
晴
ら
し
さ
が
再
認
識
さ
れ

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

大
正
6
年
、
弘
前
市
で
生
ま

今
年
の
卒
業
祝
賀
会
の
後
、

硬
式
野
球
部
の
保
護
者
が
二
次

会
を
用
意
し
て
く
れ
た
。
そ
の

席
で
、
あ
る
保
護
者
が
私
に
質

問
を
し
て
き
た
。「
高
校
野
球

で
大
切
な
も
の
は
何
で
す
か
。」

私
は
、
一
瞬
間
を
お
い
て
、「
友

情
で
す
。
横
の
つ
な
が
り
で

す
。」
と
答
え
た
。

自
分
の
高
校
時
代
を
思
い
お

こ
す
と
、
学
校
生
活
で
も
部
活

動
に
お
い
て
も
、
一
年
の
ほ
と

ん
ど
の
時
間
を
と
も
に
過
ご
し

て
き
た
仲
間
が
い
た
。当
時
は
、

そ
れ
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
過

ご
し
て
き
た
。
た
わ
い
も
な
い

話
を
し
た
り
、
時
に
は
熱
く
野

球
談
義
を
展
開
し
た
時
も
あ
っ

た
。そ

し
て
、
十
数
年
の
月
日
が

経
ち
、
私
は
母
校
で
教
鞭
を
執

り
、
硬
式
野
球
部
の
監
督
に

な
っ
た
。
理
想
と
現
実
の
狭
間

で
思
い
悩
み
煩
悶
す
る
日
々
を

過
ご
し
て
い
た
。
そ
ん
な
時
に

同
期
や
前
後
の
先
輩
・
後
輩
が

小
沢
に
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。

笑
顔
で
握
手
を
交
わ
し
、
お
互

い
に
近
況
報
告
を
し
た
後
は
、

当
時
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
い

た
。
最
後
に
は
必
ず
お
決
ま
り

の
よ
う
に
「
甲
子
園
へ
連
れ
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
締
め

く
く
る
。励
ま
し
に
来
た
の
か
、

あ
の
頃
の
一
枚

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
に
来
た

の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
。
そ
れ

は
と
も
か
く
、
誠
に
心
地
よ
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

一
生
の
友
と
は
、
困
っ
て
い

る
友
人
が
い
た
ら
、
励
ま
し
、

助
け
、
支
え
に
な
っ
て
く
れ
る

存
在
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
友

情
を
育
む
の
が
高
校
生
活
で
あ

り
、
私
の
場
合
は
高
校
野
球
で

あ
っ
た
。
思
う
よ
う
な
成
績
は

収
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の

仲
間
こ
そ
が
、
高
校
野
球
が
く

れ
た
最
高
の
宝
物
で
あ
る
。

れ
、旧
制
弘
前
中
、
弘
前
高
校

か
ら
東
大
文
学
部
イ
ギ
リ
ス
人

文
学
科
に
進
学
し
た
。
卒
業
後

弘
高
教
授
に
な
り
、
訳
あ
っ
て

中
央
大
学
教
授
に
転
身
、
さ
ら

に
都
立
大
学
、
帝
京
大
学
で
教

鞭
を
と
っ
た
。

し
か
し
順
風
満
帆
と
は
行
か

な
か
っ
た
。
弘
高
教
授
時
代
、

有
望
な
同
僚
教
師
が
校
長
の
逆

鱗
に
触
れ
追
放
さ
れ
た
さ
い
、

野
崎
さ
ん
は
公
然
と
そ
の
非
民

主
的
手
続
き
に
異
議
を
と
な
え

た
。
こ
の
正
義
感
と
じ
ょ
っ
ぱ

り
精
神
の
発
揮
が
裏
目
に
出

て
、
内
定
し
て
い
た
現
一
橋
大

へ
の
転
出
は
夢
と
消
え
た
。
転

出
書
類
に
校
長
が
「
こ
の
男
は

過
激
分
子
で
あ
る
」
と
記
載
し

て
妨
害
し
た
た
め
だ
っ
た
。

路
頭
に
迷
う
寸
前
、
親
切
な

同
僚
の
紹
介
に
よ
り
中
央
大
学

で
英
米
文
学
を
講
ず
る
こ
と
に

な
っ
た
。
後
年
、
文
学
部
長
就

任
を
要
望
さ
れ
た
が
、
雑
用
が

増
え
て
は
翻
訳
に
専
念
で
き
な

い
と
要
望
を
一
蹴
、
辞
表
を
出

し
て
都
立
大
へ
と
移
っ
た
。
津

軽
人
の
面
目
躍
如
で
あ
る
。
こ

の
間
、
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
、
メ
ル

ビ
ル
、
ト
ウ
ェ
イ
ン
な
ど
の
名

作
を
次
々
に
手
が
け
、
名
翻
訳

家
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
。

都
立
大
に
は
、
野
崎
さ
ん
の

弘
高
の
後
輩
に
あ
た
る
同
じ
翻

訳
家
の
杉
浦
銀
策
（
旧
姓
能
登

谷
・
昭
₂₇
卒
）
名
誉
教
授
が

い
た
。
杉
浦
さ
ん
に

よ
る
と
、「
学
生
に

は
厳
し
い
が
普
段
は

温
厚
で
、
酒
席
で
は

静
か
に
日
本
酒
を
口

に
運
び
、
決
し
て

酔
っ
た
り
大
声
を
出

し
た
り
し
な
い
、
上
品
で
ハ
イ

カ
ラ
で
、
完
璧
な
紳
士
」
だ
っ

た
そ
う
だ
。

弘
高
教
授
の
こ
ろ
、
ロ
ー
レ

ン
ス
の
短
編
を
訳
出
さ
せ
た
さ

い
、
教
え
子
た
ち
が
男
女
間
の

微
妙
な
場
面
を
恥
ず
か
し
が
っ

て
「
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
た

と
こ
ろ
、
顔
を
赤
ら
め
な
が
ら

も
す
ら
す
ら
と
和
訳
し
た
と
い

う
。
そ
ん
な
同
僚
先
生
の
目
撃

談
を
聞
く
と
、
野
崎
さ
ん
の
純

情
な
一
面
に
触
れ
た
思
い
が
し

て
、
い
っ
そ
う
親
し
み
を
覚
え

る
の
で
あ
る
。

高
校
野
球
が
く
れ
た
も
の

本
校
教
諭

五
十
嵐
喜
代
敬
（
平
５
卒
）

●プロフィール
■略歴
昭和21年　弘前市生まれ
昭和40年　青森県立弘前高等学校卒業
昭和48年　「ユリイカ」編集長
昭和51年　「現代思想」編集長
昭和59年　第６回サントリー学芸賞
昭和61年　第47回読売文学賞
平成３年　「ダンスマガジン」編集長
平成14年　芸術選奨文部科学大臣賞・第13回伊藤整文学賞
平成16年　立教大学大学院文学研究科比較文明学専攻特任教授
平成22年　紫綬褒章受章
平成24年　日本芸術院賞思賜賞受賞

■著作
『私という現象』『寺山修司　鏡のなかの言葉』『人生という作品』ほか

講 演 の 言 葉
卒
業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

平成23年度進路講演

講

師三み

浦う
ら

雅ま
さ

士し

氏

（
昭
₄₀
卒
）

中畑清元巨人軍コーチを囲んで（本人は後列右２人目）

講演する三浦氏

野崎　孝さん
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弘
高
双
葉
会
喜
寿
記
念
事
業

　
　
「
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
」

鏡
ヶ
丘
の「
絆
」を
感
じ
て

平
成
23
年
度
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
総
会

実
行
委
員
長

福
田　
　

実
（
昭
56
卒
）

根
深

貞
男
（
昭
28
卒
）

原
子

昌
丈
（
昭
39
卒
）

７
月
７
日
（
土
）

同
窓
会
総
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
が
お

と
ず
れ
る
と
と
も
に
、
一
人
一

人
の
個
性
が
尊
重
さ
れ
、
様
々

な
タ
イ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
が
求
め

ら
れ
る
社
会
に
な
る
と
の
考
え

か
ら
の
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
自
分
の
適

性
は
何
か
、
天
職
は
何
か
を
求

め
て
自
問
自
答
し
て
悩
み
、
努

力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
生
徒

に
訴
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

「
好
き
な
こ
と
」
に
出
会
え

れ
ば
人
は
頑
張
れ
る
、
辛
い
の

は
好
き
で
な
い
こ
と
を
義
務
で

や
ろ
う
と
す
る
か
ら
で
す
。
自

分
の
お
か
れ
て
い
る
環
境
と
状

況
を
考
慮
し
て
「
好
き
に
な
っ

て
し
ま
え
ば
よ
い
」
わ
け
で
す
。

そ
れ
が
他
者
の
た
め
に
な
る
な

ら
、
社
会
に
貢
献
す
る
立
派

な
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

平
成
₂₅
年
に
は
創
立
１
３

０
年
を
迎
え
、
県
内
県
立
高

校
の
中
で
最
も
長
い
歴
史
と

伝
統
を
誇
り
、
生
徒
は
多
く

の
同
窓
生
に
囲
ま
れ
な
が
ら

素
敵
な
人
々
と
の
出
会
い
、

人
生
を
学
び
、
自
分
の
求
め

る
も
の
に
出
会
い
、
努
力
す

る
こ
と
で
社
会
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
人
材
へ
と

成
長
す
る
。
そ
の
よ
う
な
後

輩
が
こ
れ
か
ら
も
巣
立
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

最
後
に
、
同
窓
生
の
皆
様

に
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
母

校
へ
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「〝
た
か
が
同
窓
会
の
演
し

物
〞
に
、
そ
ん
だ
げ
カ
ネ
と
労

力
か
げ
る
の
な
!?
」、「
練
習
だ

の
準
備
だ
の
、
で
ぎ
る
わ
げ

ね
ぇ
べ
！
」、「
こ
の
構
成
だ
ば

時
間
か
が
り
過
ぎ
だ
っ
！
」。

か
と
思
え
ば
「
良
き
弘
高
精
神

を
喚
起
す
る
た
め
に
も
絶
対
こ

の
内
容
で
進
め
る

べ
し
」
だ
の
、プ

ラ
ン
の
是
非
・
内

容
に
賛
否
両
論

喧
々
諤
々
談
論
風

発
支
離
滅
裂
だ
っ

た
事
前
準
備
。

で
も
結
局
、
同

窓
会
名
誉
会
長
・

会
長
の
ご
理
解
、

実
行
委
員
会
の
先

輩
方
の
ご
指
導
や

事
務
局
の
ご
支
援

も
あ
り
、
伝
説
の

「
嶽
籠
城
」を
含

む
、弘
中
・
弘
高

の
歴
史
を
彩
る
５

母
校
弘
前
高
校
へ
の
絶
大
な
る

サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成

₂₃
年
度
卒
業
生
２
７
２
名
の
若

い
鵬
た
ち
は
、
こ
の
３
月
１
日

に
卒
業
式
を
終
え
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。
将
来
、
大
鵬
へ
と

成
長
し
輝
か
し
い
活
躍
を
し
て

く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

前
任
の
矢
本
校
長
は
生
徒
に

『
₂₁
世
紀
型
リ
ー
ダ
ー
た
れ
！
』

と
常
々
生
徒
に
説
い
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
ま
す

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、

４
月
か
ら
弘
前
高
校
勤
務
を

命
ぜ
ら
れ
着
任
し
、
６
日
に

は
無
事
２
８
０
名
の
新
入
生

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
冬
は
大
雪
で
周
り
は

ま
だ
積
雪
が
目
に
つ
き
ま
す

が
、
ほ
ん
の
り
膨
ら
ん
だ

木
々
の
芽
が
校
舎
を
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
雰
囲
気
に
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
、

娯朗会

双葉会

大鰐支部

「
出
席
を
と
り
ま
す
」

「
福
津
千
江
子
」

「
ハ
イ
！
」

朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
再
現

で
あ
る
。

「
貴
女
は
福
井
さ
ん
で
は
な
い

で
す
か
？
」

「
先
生
。
今
日
は
昔
の
名
前
で

出
て
い
ま
す
」

平
成
₂₃
年
９
月
₁₈
日

弘
前
高
校
昭
和
₂₈
年
卒
の
同

期
会「
双
葉
会
」の
会
員
が
、
喜

寿
を
記
念
し
て
母
校
を
訪
れ
た
。

参
加
者
は
校
舎
見
学
や
恩
師
に

よ
る
特
別
授
業
を
体
験
し
懐
か

し
い
当
時
の
思
い
出
に
浸
っ
た
。

弘
高
訪
問
に
は
会
員
ら
₃₄
人

が
参
加
。
鏡
ヶ
丘
記
念
館
の
前

で
記
念
撮
影
を
し
、
校
庭
や
校

舎
を
見
て
歩
い
た
。

教
室
で
は
当
時
の
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
を
再
現
。
臨
時
Ｈ
Ｒ
Ｔ
に
な
っ

た
根
深
会
長
が
教
室
に
入
っ
て

来
る
と
「
起
立
！
」
と
夏
坂
級

長
の
声
。「
礼
！
」
の
号
令
で

挨
拶
を
し
早
速
出
席
を
確
認
。

名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
参
加
者

は
現
役
生
徒
に
負
け
な
い
元
気

の
良
さ
で
「
ハ
イ
！
」
と
返
事

を
し
た
。

特
別
授
業
で
は
当
時
同
校
で

生
物
を
担
当
し
、
そ
の
後
同
校

校
長
、
弘
前
市
教
育
長
を
歴
任

さ
れ
た
佐
藤
圭
一
郎
先
生
が
、

真
新
し
い
白
衣
を
身
に
付
け
て

教
壇
に
立
ち
、「
日
本
の
植
物

鏡
ヶ
丘
大
鰐
支
部
は
、
昭
和

₄₉
年
６
月
７
日
に
誕
生
。
爾
来

₃₈
年
間
脈
々
と
同
窓
生
た
ち
が

集
い
、
先
輩
方
の
御
高
説
・

檄
・
励
ま
し
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
弘
中
、
弘
高
健
児
の
意
気

を
高
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

古
く
は
、
伝
説
の
獄
事
件
の

中
心
メ
ン
バ
ー
の
猛
者
た
ち

が
、
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
後

輩
に
伝
え
た
も
の
だ
と
聞
い
て

居
り
ま
す
。

昨
年
₁₀
月
の
総
会
に
は
、
高

橋
同
窓
会
副
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
、
学
校
関
係
者
と
、
当
大

鰐
支
部
メ
ン
バ
ー
が
、
一
同
に

集
ま
り
、
約
三
十
余
名
の
支
部

総
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
は
₁₀
月
７
日
ヤ
マ
ニ
会

館
で
開
か
れ
例
年
通
り
速
攻
十

余
分
で
終
了
、
即
来
賓
祝
辞
の

後
、
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

皆
、
気
心
の
知
れ
た
同
窓
生

で
す
の
で
、
す
ぐ
に
宴
た
け
な

わ
に
な
り
ま
し
た
。
出
席
メ
ン

バ
ー
も
少
々
固
定
的
に
な
り
、

年
齢
層
が
高
く
な
っ
て
来
て
い

る
の
は
、
し
ょ
う
が
な
い
の
で

し
ょ
う
が
、
女
子
の
参
加
が
、

今
年
も
皆
無
で
あ
っ
た
事
は
、

反
省
す
べ
き
点
で
す
。

私
達
₃₉
卒
組
も
そ
う
で
し
た

が
や
は
り
気
負
い
な
く
出
席
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
仕

事
の
関
係
も
あ
っ
て
、
₄₀
代
に

な
っ
て
か
ら
だ
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。

川
口
淳
一
郎
君
の
如
く
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
も
い
る
し
、
市
井

の
平
凡
な
人
生
を
送
っ
て
い
る

人
も
い
る
。
皆
違
う
人
生
を

送
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
一
年

に
一
度
の
集
い
が
、
楽
し
い
の

だ
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
鏡
ヶ
丘
を
経
験
し
た
運

命
は
、
今
は
や
り
で
言
え
ば
、

一
つ
の「
絆
」で
す
。「
縁
」で
す
。

こ
れ
を
大
切
に
こ
れ
か
ら
も
、

大
鰐
支
部
は
、
継
続
し
、
永
久

に
不
滅
の
精
神
で
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。
シ
ー
ハ
イ
ル
！

つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
そ
し
て
、

長
部
日
出
雄
先
輩
を
は
じ
め
と

す
る
各
界
で
活
躍
す
る
先
輩
方

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
Ｄ
Ｖ
Ｄ
５
本

で
構
成
す
る
我
々
の
〝
た
か
が

同
窓
会
の
演
し
物
〞
は
、
ほ
ぼ

構
想
通
り
実
現
で
き
た
の
で
し

た
。正

直
言
え
ば
、「
同
窓
会
な

ん
て
特
に
…
」
と
若
干
距
離
を

置
い
て
い
た
ワ
タ
ク
シ
で
あ
り

ま
す
。
が
、『
プ
チ
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
』
を
果
た
し
た
こ
と
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
意
見
の
相
違

は
多
々
あ
れ
ど
、
同
期
の
み
ん

な
と
力
を
合
わ
せ
て
準
備
し
た

〝
過
程
〞
そ
の
も
の
が
、
日
々
の

生
活
や
お
仕
事
に
ス
レ
ち
ゃ
っ

た
中
年
オ
ヤ
ジ
に
、
何
か
こ
う
、

か
け
が
い
の
無
い
物
を
想
い
だ

さ
せ
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

あ
り
が
と
み
ん
な
、
あ
り
が

と
母
校
。
弘
中
・
弘
高
の
偉
大
な

歴
史
と
輝
け
る
未
来
に
乾
杯
!!

分
類
学
に
貢
献
さ
れ
た
ウ
ル
ベ

ン
・
フ
ォ
ー
リ
ー
神
父
と
弘

中
・
弘
高
生
」
と
題
し
て
授
業

を
行
っ
た
。

₆₀
年
振
り
に
再
現
さ
れ
た
授

業
に
生
徒
た
ち
は
居
眠
り
や
内

職
を
す
る
人
も
な
く
、
真
剣
な

表
情
で
前
を
見
詰
め
、
懐
か
し

い
仲
間
と
と
も
に
高
校
時
代
の

雰
囲
気
を
味
わ
っ
た
。

弘
高
訪
問
の
後
、
弘
前
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
に
て
喜
寿
記
念
総

会
・
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

総
会
議
事
終
了
後
、
祝
賀
会

に
移
る
。
祝
賀
会
は
、
先
刻
弘

高
で
特
別
授
業
を
さ
れ
た
恩
師

の
佐
藤
圭
一
郎
先
生
が
来
賓
と

し
て
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

佐
藤
先
生
は
、
双
葉
会
に
対

し
て
特
別
授
業
の
企
画
の
素
晴

ら
し
さ
、
多
士
済
々
、
錚
々
た

る
顔
ぶ
れ
の
方
々
が
、

今
も
尚
各
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
賞

賛
の
御
言
葉
が
あ
っ

た
。総
会
・
祝
賀
会
に

は
、
直
木
賞
作
家
の
長

部
日
出
雄
君
も
久
し
ぶ

り
に
出
席
。
テ
ー
ブ
ル

ス
ピ
ー
チ
で
は
、
岩
木

山
信
仰
に
つ
い
て
語

り
、
岩
木
山
こ
そ
、
残

る
人
生
の
進
路
を
教
え

て
く
れ
る
最
高
の
羅
針

盤
で
あ
る
と
語
っ
た
。

総
会
・
祝
賀
会
に
出
席

し
た
会
員
は
₃₈
名
。

翌
₁₉
日
は
岩
木
山
ツ

ア
ー
を
行
っ
た
。
参
加

者
は
₁₆
名
と
少
な
か
っ

た
が
、
全
員
元
気
に
津

軽
の
秀
峰
岩
木
山
を
詣

で
た
。

双
葉
会
喜
寿
記
念
事

業
の
ラ
ス
ト
は
、
会
報

「
雙
葉
燦
然
」
の
₂₀
号
記
念
特

集
号
の
刊
行
で
あ
る
。
双
葉
会

は
こ
れ
ま
で
記
念
誌
を
平
成
６

年
・
₁₄
年
と
二
度
刊
行
し
て
い

る
が
、
人
生
の
ラ
ス
ト
・
イ
ベ

ン
ト
と
も
言
う
べ
き
今
回
の
記

念
誌
で
三
度
目
と
な
っ
た
。

〝
二
度
あ
る
こ
と
は
三
度
あ

る
〞
の
諺
は
注
意
せ
よ
と
の
こ

と
だ
が
、
双
葉
会
は
〝
何
事
三

度
目
〞
の
精
神
で
こ
れ
を
成
し

遂
げ
た
の
で
あ
る
。

記
念
誌
の
内
容
は
、
記
念
事

業
の
報
告
と
会
員
が
寄
稿
し
た

「
未
来
に
残
し
た
い
人
生
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
特
集
し
て
い
る
。

『
名
山
名
士
を
出
す

誰
人
か

天
下
の
賢
〜
』を
や
っ
て
み
て

自
分
の
求
め
る
も
の

校
長

古
山

哲
司趣向を凝らした総会を見事に仕切った娯朗会趣向を凝らした総会を見事に仕切った娯朗会

楽しく語り合う我が仲間

気分は現役高校生
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東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
て

卒
業
し
て
十
年
、
初
同
期
会
開
催
！

中
村

直
司
（
昭
33
卒
）

阿
保

靖
彦
（
昭
39
卒
）

梅
津

榮
樹
（
昭
37
卒
）

柾
木
絵
里
子
（
平
14
卒
）

７
月
７
日
（
土
）

同
窓
会
総
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

仙台支部

田舎館支部

大志会

昨
年
３
月
₁₁
日
に
起
こ
っ
た

『
東
日
本
大
震
災
』
と
そ
の
後

の
余
震
で
恐
怖
が
覚
め
止
ま
ら

な
い
当
時
、
会
報
第
三
号
の
発

行
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
編
集

者
が
鳩
首
相
談
し
た
結
果
、
こ

の
際
震
災
の
記
録
を
残
す
べ
き

だ
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
例
年

通
り
の
構
成
で
無
事
発
刊
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
６
月
₂₆
日
に
は
総
会

お
よ
び
懇
親
会
を
三
十
回
の
節

目
で
も
あ
り
同
様
な
趣
旨
で
開

催
し
ま
し
た
。
始
め
に
大
震
災

の
被
災
者
へ
の
御
冥
福
を
祈
り

黙
と
う
。
出
席
者
は
会
員
₂₈
名

（
会
員
総
数
２５０
名
）、
来
賓
者
と

し
て
中
林
裕
雄
同
窓
会
会
長
、

矢
本
嘉
則
校
長
先
生
な
ら
び
に

「
久
し
ぶ
り
。
元
気
で
な
に
よ

り
。」会

場
の
あ
ち
こ
ち
で
五
年
ぶ

り
の
再
会
を
喜
ぶ
挨
拶
が
に
ぎ

や
か
に
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
橋
同
窓
会
副
会
長
・
矢
本

校
長
、
渉
外
部
福
井
教
諭
を
来

賓
に
迎
え
、
１
月
₂₂
日
田
舎
館

支
部
総
会
並
び
に
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
三

浦
支
部
長
の
挨
拶
、
来
賓
祝
辞

が
あ
り
、
議
案
審
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
役
員
改
選
に
お
い
て

は
、
昭
₂₀
卒
で
、
本
支
部
の
最

高
齢
者
の
三
浦
支
部
長
が
退
任

の
意
向
を
示
さ
れ
、
新
支
部
長

に
福
士
兼
義
氏
（
昭
₃₄
卒
）
を

全
員
一
致
で
選
任
し
ま
し
た
。

続
い
て
懇
親
会
に
移
り
、
矢

本
校
長
か
ら
、
平
成
₂₅
年
₁₀
月

に
迎
え
る
弘
高
１３０
年
記
念
事
業

と
在
校
生
の
文
武
両
面
に
わ
た

る
活
躍
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
名
山
の
下
、
天

下
の
賢
と
な
ら
ん
と
し
て
級
友

と
切
磋
琢
磨
し
た
弘
中
、
弘
高

時
代
に
想
い
を
は
せ
な
が
ら
、

母
校
の
さ
ら
な
る
発
展
と
躍
進

を
祈
念
し
つ
つ
世
代
を
超
え
て

（
一
番
若
い
参
加
者
は
平
成
₁₈

年
卒
）
交
流
・
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

会
の
最
後
に
は
、
恒
例
の
校

歌
・
応
援
歌
北
斗
の
黙
示
を
歌

い
、
阿
保
日
出
一
（
昭
₃₂
卒
）

卒
業
以
来
の
友
人
ら
と
都
内

で
集
ま
っ
て
い
た
時
、
例
年
の

如
く
年
末
の
帰
省
の
話
題
に
な

り
、
誰
言
う
と
な
し
に
、
高
校

卒
業
か
ら
₁₀
年
か
と
皆
で
ハ
ッ

と
し
て
、
こ
れ
は
同
窓
会
や
ら

ね
ば
ま
ね
！
と
慌
て
て
段
取
り

を
つ
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。思

え
ば
震
災
後
、
東
北
で
暮

し
て
い
る
は
ず
の
友
人
ら
の
無

事
を
祈
り
震
え
な
が
ら
携
帯
を

と
り
ま
し
た
。
恐
ら
く
多
く
の

鏡
ヶ
丘
同
窓
生
と
同
様
に
、
私

達
は
絆
の
深
い
学
年
で
あ
り
ま

し
た
。
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
ほ
と
ん
ど
の
同
窓
生
と
今
尚

連
絡
が
と
れ
る
状
態
で
あ
る
事

に
皆
驚
き
ま
し
た
。
幸
い
同
窓

生
の
中
に
は
安
否
不
明
な
人
は

い
な
い
様
だ
と
、
割
合
短
い
時

間
で
確
認
出
来
た
の
は
感
謝
す

べ
き
こ
と
で
す
。

急
な
呼
掛
け
に
も
関
わ
ら
ず

今
年
１
月
２
日
、
₇₄
名
も
の
同

窓
生
が
集
ま
っ
た
事
に
大
き
な

幸
福
を
感
じ
ま
し
た
。

学
年
の
お
調
子
者
は
相
変
わ

ら
ず
で
、
学
生
服
を
着
て
参

上
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
、
地
元
で
県

外
で
と
活
躍
し
、
家
庭
が
あ
っ

た
り
婚
活
中
だ
っ
た
り
、
太
っ

た
り
痩
せ
て
い
た
り
、
女
子
は

見
違
え
て
キ
レ
イ
に
な
っ
て
い

た
り
。
互
い
の
近
況
を
報
告
し

合
い
夢
の
よ
う
に
楽
し
い
時
間

で
し
た
。
な
ん
と
半
数
が
し
ぶ

と
く
夜
が
明
け
る
ま
で
飲
み
明

か
し
、
数
年
後
は
恩
師
の
先
生

方
に
も
お
声
を
掛
け
て
、
よ
り

盛
大
に
互
い
の
成
長
を
自
慢
し

合
お
う
と
約
束
し
合
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
春
で
定
年
退
職

と
な
り
ま
し
た
。
３
月
１
日

に
巣
立
っ
て
い
っ
た
、
平
成

₂₃
年
度
卒
業
生
２７２
名
の
末
席

に
連
な
る
気
持
ち
で
す
。
弘

前
南
高
校
や
弘
前
中
央
高
校

と
い
っ
た
、
近
隣
の
高
校
で

の
勤
務
は
あ
り
ま
し
た
が
、

最
後
の
２
年
を
母
校
で
過
ご

す
こ
と
が
で
き
て
大
変
に
幸

運
で
し
た
。

こ
の
２
年
間
に
、
各
地
の

鏡
ケ
丘
同
窓
会
に
お
招
き
を

い
た
だ
き
、
平
成
₂₂
年
度
は

皆
勤
、
平
成
₂₃
年
度
は
２
支

部
を
除
い
て
の
精
勤
で
し
た
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
の
は
、

先
輩
方
か
ら
の
懐
か
し
い
昔
話

と
共
に
、
破
天
荒
な
冒
険
譚
や

数
々
の
ご
乱
行
を
耳
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
相
撲

部
や
ス
キ
ー
部
の
全
国
大
会
で

の
活
躍
、
陸
上
競
技
部
や
柔
道

部
の
合
宿
、
手
製
の
筏
で
岩
木

川
下
り
を
し
た
話
等
々
。「
鏡
ヶ

丘
百
年
誌
」
を
読
む
以
上
に
臨

場
感
が
あ
り
、
迫
力
に
満
ち
た

お
話
を
沢
山
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
弘
高
同
期
の
友
人
と

旧
交
を
温
め
た
り
、
部
活
動
の

先
輩
・
後
輩
と
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
た
り
、
各
地
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
々
の
お
話
を
伺
っ
た

り
と
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

丁
度
、
全
国
で
荒
れ
狂
っ
て

い
た
学
生
運
動
の
煽
り
を
受
け

て
、
生
意
気
ざ
か
り
の
高
校
時

代
を
送
っ
た
私
に
と
っ
て
も
、

と
て
も
か
な
わ
な
い
規
格
外
の

ス
ケ
ー
ル
を
も
っ
た
青
春
群
像

を
数
多
く
拝
見
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
同
窓
生
を
育
ん

だ
、
貧
し
く
と
も
心
豊
か
で

あ
っ
た
時
代
か
ら
時
は
流
れ
、

東
日
本
大
震
災
後
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
今
の
若
者
に
は

数
々
の
負
の
遺
産
が
背
負
わ
さ

れ
て
い
ま
す
。
主
に
、
家
庭
に

起
因
す
る
問
題
で
悩
み
、
不
登

校
傾
向
を
示
す
生
徒
な
ど
も
い

ま
す
が
、
多
く
は
ね
ぷ
た
作
り

に
熱
中
し
、
運
動
会
や
校
内

球
技
大
会
な
ど
で
も
徹
底
し

て
楽
し
も
う
と
す
る
「
も
つ

け
魂
」
を
引
き
継
い
で
い
ま

す
。そ

う
し
た
生
徒
た
ち
と
共

有
し
て
き
た
言
葉
が
あ
り
ま

す
。「
タ
フ
で
な
け
れ
ば
生

き
て
い
け
な
い
。
優
し
く
な

け
れ
ば
生
き
て
い
く
資
格
が

な
い
。」
と
い
う
、米
の
ハ
ー

ド
ボ
イ
ル
ド
作
家
レ
イ
モ
ン

ド
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
言
葉

で
す
。
タ
フ
で
優
し
く
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
母
校
の
活
躍

を
見
守
る
応
援
団
で
い
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
同
窓
生
の
方
々
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ロ
ン
グ
・
グ
ッ
ド
バ
イ

校
長

矢
本

嘉
則

（
昭
45
卒
）

2002年
同期会

平
成
₂₃
年
₁₁
月
４
日
、
₃₇
年

卒
太
志
会
（
竹
内
規
夫
会
長
・

木
村
寛
治
幹
事
長
）
は
還
暦
の

会
合
以
来
、
８
年
ぶ
り
に
同
期

会
を
開
き
ま
し
た
。

当
夜
は
、
東
京
、
福
島
な
ど

に
在
住
の
7
名
を
含
む
₇₈
名
が

出
席
し
、
恩
師
佐
藤
圭
一
郎
先

生
の
慈
愛
あ
ふ
れ
る
ご
挨
拶
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。
東
日
本
大

震
災
の
犠
牲
者
に
黙
祷
を
捧

げ
、
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
義
援
金

を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
６
万
９
千

余
円
の
ご
厚
志
が
集
ま
り
、
あ

ら
た
め
て
出
席
し
た
皆
さ
ん
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
し
た
。

₅₀
年
を
経
て
初
め
て
出
席
し

た
と
い
う
友
の
、
若
き
あ
の
頃

の
懐
か
し
い
話
に
、
私
た
ち
は

一
瞬
に
し
て
時
空
を
越
え
て
い

ま
し
た
。
時
を
経
て
様
々
な
こ

と
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
眩

い
ば
か
り
の
あ
の
日
の
い
い
時

間
を
、
夢
と
希

望
に
輝
い
て
い

た
遠
い
あ
の
日

の
こ
と
を
、
私

た
ち
は
少
し
も

変
わ
る
こ
と
な

く
取
り
戻
し
て

い
ま
し
た
。
弘

前
の
夜
は
、
静

か
に
更
け
て
ゆ

き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
数

え
で
云
う
と
こ

ろ
の
古
希
を
迎

え
ま
し
た
。

新
支
部
長
に
福
士
氏
を
選
任

〜
五
年
ぶ
り
の
総
会
開
催
〜

鷹
揚
の
城
春
に
し
て
草
木
深
し

…
ま
た
会
う
日
ま
で
。

（
写
真
提
供
）
太
志
会
幹
事

竹
谷
勇
勝

（
通
信
連
絡
員
メ
ル
ア
ド
）

 
k2g72@

aol.com

松
本
了
先
生
、
さ
ら
に
学
生
会

の
4
名
で
し
た
。
会
員
の
参
加

者
が
最
も
多
い
年
の
₅₀
名
や
昨

年
の
₃₄
名
に
比
べ
る
と
少
し
寂

し
い
限
り
で
し
た
が
、
震
災
後

の
こ
と
を
考
え
る
と
致
し
方
な

い
こ
と
で
し
ょ
う
。
懇
親
会
で

は
会
員
一
人
ひ
と
り
の
思
い
出

や
近
況
報
告
が
さ
れ
て
、
元
気

で
活
気
あ
る
雰
囲
気
で
盛
会
の

う
ち
に
無
事
終
了
。
今
回
の
総

会
で
は
、
大
震
災
に
対
す
る
本

部
か
ら
の
励
ま
し
や
お
見
舞
金

を
賜
り
、
そ
の
報
告
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。
こ
の
大
震
災
を

若
い
世
代
に
語
り
継
ぎ
、
本
年

度
以
降
も
益
々
会
員
の
相
互
交

流
を
図
れ
た
ら
幸
い
で
す
。
ま

た
沢
山
の
会
員
が
総
会
に
お
い

で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
輩
の
音
頭
で
一
本
〆
め
を
力

強
く
行
い
、
来
年
も
開
催
す
る

こ
と
を
約
束
し
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

卒
業
し
て
五
十
年
、
そ
し
て
古
希
と
な
る

入り乱れて話は尽きず

おたがいの無事を確認しあった同窓会

10年目の再会　今度は先生方もご一緒に! ! 来年も再会を祈って! !
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東 　 　 好 弘
藤 田 　 光 雄
松 田 千 代 治
松 田 奈 津 子
三 浦 　 一 雄
森 　 　 豊 吉
吉 岡 久 美 子
梅 津 　 榮 樹
小 川 　 睦 男
菊 池 　 昭 夫
木 村 　 　 愼
工 藤 　 　 剛
下 山 　 　 康
横 山 　 文 夫
小 田 桐 士 郎
帯 川 　 雄 三
加 藤 　 　 裕
木 田 　 多 聞
京 野 　 　 巖
斎 藤 　 重 周
坂 本 三 代 造
竹 内 　 規 夫
竹 浪 　 勍 佑
中 島 　 靖 雄
花 田 　 忠 夫
吉 岡 　 利 忠
青 山 　 晃 淳
長 内 　 　 健
櫻 庭 　 　 勤
対 馬 　 　 隆
戸 澤 　 正 誼
富 島 　 英 宇
柾 木 　 尚 義
工 藤 　 弘 典
竹 谷 　 勇 勝
昭 和 37 年 通
和 泉 　 正 二
昭 和 3 8 年
赤 川 　 正 広
石 田 　 　 誠
石 戸 谷 正 晴
石 戸 谷 須 美 子
大 谷 　 治 三
大 塚 　 三 朗
葛 西 　 　 修
斉 藤 　 啓 子
齋 藤 佐 武 朗
櫻 庭 　 秀 俊
高 橋 　 昭 子
竹 内 　 昭 江
田 辺 　 義 弘
田 畑 志 津 子
戸 澤 　 　 忠
中 沼 　 丈 昌
野 呂 　 昌 男
水 木 　 蓉 子
三 橋 　 義 宏
山 内 　 　 弘

阿 保 　 耀 子
大 和 田 　 強
桐 原 　 雅 行
工 藤 　 國 光
工 藤 美 穂 子
古 川 　 栄 一
斎 藤 　 　 徹
佐 藤 　 雄 一
三 戸 　 徹 也
澁 谷 　 　 彊
鈴 木 　 弘 武
中 村 　 元 彦
鳴 海 　 邦 碩
西 谷 　 武 夫
藤 田 　 征 芳
藤 田 　 幸 直
柳 田 　 晴 夫
米 田 　 継 武
大 中 　 　 忠
小 山 内 光 雄
鎌 田 　 徹 郎
唐 牛 　 孝 之
佐 々 木 誠 司
色 摩 　 明 子
鈴 木 　 重 教
戸 澤 　 義 夫
萩 野 　 道 夫
平 川 　 正 敏
平 山 　 　 脩
福 士 　 修 成
福 田 　 孝 志
山 内 　 善 浩
吉 岡 　 利 孝
西 谷 　 　 洌
橋 本 　 郁 子
常 田 　 育 宏
永 井 　 三 雄
長 妻 　 恵 子
山 内 　 敏 之
横 内 　 正 典
昭 和 3 9 年
阿 部 　 京 子
阿 保 　 靖 彦
五 十 嵐 　 實
五 十 嵐 幸 子
一 戸 　 洋 次
伊 東 　 保 之
笠 井 　 哲 哉
小 坂 　 清 弘
小 林 忠 一 郎
白 戸 　 武 美
高 橋 　 綾 子
田 中 日 出 興
寺 田 　 　 肇
寺 山 　 幸 子
長 尾 　 光 洽
花 田 　 安 弘
藤 岡 　 　 浩

三 浦 雄 一 郎
三 上 　 邦 康
村 井 富 久 子
村 上 　 謙 藏
赤 平 　 和 順
石 岡 　 　 徹
後 藤 　 和 雄
清 水 　 晃 男
鈴 木 　 東 里
田 沢 　 一 之
舘 田 　 勝 弘
田 辺 　 和 彦
中 内 　 む つ
森 山 　 豊 三
渡 部 　 綾 子
青 柳 　 健 一
荒 木 多 恵 子
太 田 　 宏 明
大 平 　 義 文
柿 崎 　 光 顕
熊 谷 　 勝 弘
古 川 　 道 雄
佐 々 木 淳 造
佐 藤 　 　 学
竹 内 　 明 夫
棚 橋 　 達 彦
寺 山 　 弘 彦
鳴 海 　 光 彦
平 戸 　 史 子
藤 本 　 了 康
升 田 　 誠 一
棟 方 　 亮 逸
秋 山 　 邦 男
今 村 　 宣 樹
永 井 　 雅 廣
長 崎 　 昭 義
中 林 　 裕 雄
八 木 橋 五 郎
斎 藤 　 　 毅
田 中 　 博 道
番 場 佐 紀 夫
昭 和 4 0 年
井 上 　 保 子
今 泉 　 陽 子
小 山 内 　 晃
小 野 　 祐 司
木 村 　 　 正
齊 籐 　 　 修
佐 藤 　 　 静
菅 原 　 康 行
成 田 　 助 清
伊 東 　 廸 男
伊 藤 　 新 吉
内 山 　 衆 一
太 田 　 　 豊
奥 平 　 洋 子
長 内 　 基 樹
小 野 　 克 己

北 川 　 武 彦
竹 内 　 初 男
中 川 千 佳 子
成 田 　 義 人
野 呂 　 　 進
萩 原 　 崇 嘉
宮 田 　 博 子
八 木 橋 鉄 弘
山 口 　 規 子
石 堂 　 哲 也
小 野 　 瑛 明
菊 地 　 正 寿
工 藤 　 　 忠
柴 田 　 哲 郎
高 橋 　 修 一
工 藤 　 智 規
澁 谷 　 　 堯
西 谷 は る え
福 士 　 淳 一
野 崎 　 梅 子
野 崎 　 　 嵩
斎 藤 　 恭 一
昭 和 4 1 年
秋 元 　 清 仁
大 澤 　 雅 子
川 村 　 敏 男
北 川 　 順 一
工 藤 　 清 光
斎 藤 　 光 正
佐 々 木 幸 男
須 藤 　 満 輝
二 川 原 敏 信
葛 西 　 恒 雄
川 越 　 啓 一
菊 池 せ い 子
菊 谷 裕 悦
小 松 　 　 明
斎 藤 三 千 政
田 澤 　 雄 作
對 馬 　 　 晃
西 村 　 義 一
肥 後 　 　 隆
福 島 　 雄 一
三 浦 　 麗 子
山 形 　 喜 隆
葛 西 　 　 敞
小 林 　 二 郎
斎 藤 　 正 栄
塩 田 　 宏 三
白 取 　 幹 人
高 木 　 邦 雄
玉 川 　 次 郎
戸 田 　 　 憲
二 木 美 保 子
西 谷 　 　 泰
大 中 　 　 廣
塩 谷 　 　 晃
白 戸 　 浩 一

鳴 海 　 弘 夫
光 弘 　 　 隆
森 　 浩 一 郎
山 崎 　 　 均
山 田 　 康 二
一 戸 　 孝 之
安 田 　 俊 夫
昭 和 41 年 通
福 井 　 初 代
昭 和 4 2 年
尾 板 　 正 人
工 藤 　 時 子
倉 田 　 保 夫
今 　 　 信 夫
斎 藤 　 明 子
高 橋 　 　 透
谷 淵 　 秀 光
宮 川 　 淑 子
吉 沢 　 隆 治
斎 藤 　 裕 久
奈 良 岡 修 一
石 澤 　 育 子
岩 熊 　 啓 子
小 山 内 　 孝
折 原 　 　 裕
工 藤 　 健 造
桜 庭 十 三 夫
佐 々 木 洋 子
成 田 　 堅 生
八 木 橋 勇 治
金 井 　 晴 夫
加 藤 み つ 江
菊 池 　 理 夫
小 林 　 繁 樹
土 岐 　 憲 三
小 野 　 知 行
小 野 ふ さ 子
福 島 　 　 嵩
昭 和 42 年 通
鎌 田 　 玲 子
昭 和 4 3 年
秋 元 　 義 禮
蝦 名 　 　 修
加 藤 　 一 眞
後 藤 　 秋 夫
七 戸 　 　 一
篠 崎 　 珠 樹
鈴 木 　 明 子
竹 内 　 幸 子
花 田 　 鎮 雄
町 田 由 紀 子
山 田 　 良 一
山 上 　 佳 男
後 藤 　 　 博
高 橋 　 憲 三
岩 谷 　 雅 治
工 藤 　 義 春
櫻 井 　 有 一

須 藤 　 正 光
中 野 　 京 子
菱 谷 　 豊 章
山 内 　 春 勇
犾 守 　 絹 江
関 場 　 慶 博
高 瀬 　 一 博
対 馬 　 省 次
一 戸 　 　 敏
清 藤 　 哲 夫
田 村 　 秀 治
昭 和 4 4 年
赤 平 　 陽 二
川 村 　 広 明
古 川 　 　 隆
古 村 　 直 樹
白 取 　 秀 世
神 　 　 繁 司
常 田 　 　 孝
長 谷 川 　 明
福 山 　 直 人
赤 石 　 　 茂
工 藤 　 博 明
高 橋 は る み
西 澤 　 　 光
林 　 志 津 子
岡 崎 　 耕 衛
西 谷 　 　 栄
藤 田 　 道 昭
今 泉 　 良 郎
工 藤 　 良 一
野 口 　 章 子
三 國 　 典 昭
吉 岡 　 　 猛
新 内 　 　 好
昭 和 44 年 通
佐 藤 ふ じ 子
工 藤 兼 太 郎
昭 和 4 5 年
石 戸 谷 和 浩
遠 藤 　 　 真
木 村 　 郁 子
須 藤 　 博 子
田 端 　 優 子
津 川 　 善 和
中 野 　 幸 子
山 本 　 仁 志
今 井 　 聖 朝
関 　 　 　 光
成 田 　 則 正
青 山 　 仁 志
高 橋 　 行 吉
矢 本 　 嘉 則
秋 元 　 英 志
大 津 　 友 見
川 村 　 邦 明
須 藤 　 静 子
船 水 　 義 則

栗 林 　 紀 雄
昭 和 4 6 年
枝 村 　 則 彦
工 藤 千 恵 子
工 藤 　 清 文
今 　 　 隆 志
佐 野 　 　 潤
中 田 　 義 則
西 澤 　 明 子
長 谷 川 麻 子
布 施 　 協 一
赤 石 美 恵 子
滝 渕 志 津 子
平 尾 　 雅 世
村 上 豊 千 代
工 藤 　 泰 征
下 山 美 保 子
永 吉 　 規 子
石 岡 真 智 子
今 田 　 謙 二
須 藤 　 俊 之
田 金 　 順 弘
中 嶋 　 和 郎
山 本 　 秀 男
沢 田 　 美 彦
昭 和 4 7 年
石 岡 　 具 子
太 田 　 裕 美
角 田 　 宏 明
葛 西 　 寛 俊
木 村 　 　 誠
齋 藤 三 千 義
須 々 田 秀 美
須 藤 　 弘 敏
對 馬 　 幸 雄
工 藤 　 晴 久
三 浦 　 展 子
石 岡 　 昭 年
今 井 　 高 志
高 瀬 　 　 香
山 本 　 一 利
黒 滝 　 恭 一
丸 山 　 洋 子
昭 和 4 8 年
相 川 　 省 治
加 福 　 康 麿
木 村 　 勝 康
工 藤 　 武 重
藤 岡 　 隆 昭
山 内 　 誠 一
藤 田 　 雅 俊
増 田 　 章 子
松 本 　 　 了
大 川 　 　 誠
三 明 　 智 彰
畑 山 　 　 聡
幸 田 　 茂 雄
對 馬 　 浩 二

三 上 　 信 久
吉 田 　 恒 一
昭 和 4 9 年
岡 本 　 栄 子
亀 井 　 郁 子
清 水 　 朋 子
根 深 　 　 忠
福 井 　 次 郎
松 森 　 啓 一
三 浦 　 幸 弘
大 滝 　 次 雄
外 川 　 重 信
福 島 　 伸 雄
石 川 　 　 孝
瀧 本 　 壽 史
三 上 　 昌 樹
笹 　 　 　 裕
佐 藤 　 孝 治
堀 内 　 治 子
円 山 　 昌 子
山 形 　 　 陽
昭 和 49 年 通
小 山 内 み ど り
昭 和 5 0 年
石 川 　 　 玲
鴨 下 　 厚 子
川 嶋 　 純 子
須 藤 　 　 悟
鶴 山 る り 子
伊 藤 　 雅 一
岩 崎 　 　 一
宇 野 　 智 子
佐 々 木 克 治
成 田 　 洋 子
伊 藤 　 敏 子
小 山 内 　 眞
昭 和 5 1 年
岡 田 理 恵 子
小 山 　 陽 遠
中 島 　 易 子
太 田 　 　 斎
新 戸 部 八 州 男
幸 田 　 恵 子
渡 部 　 　 司
小 菅 　 園 子
三 上 　 栄 子
荒 井 　 元 明
東 野 英 利 子
三 上 　 洋 子
太 田 　 雄 三
須 藤 　 尚 人
昭 和 5 2 年
赤 石 　 　 茂
菊 地 　 清 夫
工 藤 　 雅 哉
須 藤 　 晃 司
虎 谷 　 正 三
奈 良 　 俊 一

海 老 名 英 俊
小 笠 原 　 史
斎 藤 　 和 子
小 山 内 清 和
小 坂 か お る
永 沢 　 俊 之
尾 崎 　 俊 寛
奈 良 　 秀 則
松 岡 　 史 彦
瓜 田 　 純 久
酒 井 　 清 敏
對 馬 　 史 博
昭 和 5 3 年
嶋 脇 　 秀 徳
須 々 田 孝 聖
田 澤 昭 次 郎
外 崎 　 佳 造
福 島 　 正 師
水 木 　 清 治
吉 岡 　 正 俊
工 藤 　 真 哉
工 藤 　 敏 彰
柿 崎 　 順 子
木 村 　 真 明
佐 熊 真 貴 子
髙 坂 　 明 子
竹 浪 　 　 仁
福 田 　 祐 明
横 山 　 昌 樹
昭 和 53 年 通
坂 井 　 伸 也
昭 和 5 4 年
高 井 　 博 基
中 村 　 　 佐
成 田 　 俊 介
飯 塚 　 貞 子
小 野 　 正 己
須 藤 　 朗 孝
加 藤 　 伸 生
川 崎 　 恒 俊
水 木 　 道 義
八 木 橋 善 行
米 谷 　 　 勲
木 田 　 圭 介
昭 和 5 4 通
工 藤 　 隆 正
斎 藤 ミ キ エ
昭 和 5 5 年
半 澤 　 則 広
藤 田 　 昭 彦
松 原 　 真 美
芦 田 　 豊 昭
荒 川 　 淳 也
大 間 　 祥 宏
中 村 　 典 雄
林 　 奈 津 子
鈴 木 　 珠 敏
清 野 　 　 聡

高 橋 　 伸 光
田 村 　 正 人
田 名 部 正 成
昭 和 5 6 年
大 溝 　 雅 昭
鎌 塚 　 吉 忠
工 藤 　 麻 千
倉 田 　 匡 子
児 玉 　 達 彦
嶋 脇 　 秀 隆
野 上 ゆ か り
三 上 智 久 子
工 藤 　 誠 治
成 田 　 俊 吾
西 沢 　 祐 司
松 本 　 　 毅
阿 保 　 雅 幸
荒 井 　 優 子
後 藤 　 忠 志
佐 藤 　 正 幸
白 石 千 寿 子
横 山 ナ オ 庫
越 後 谷 直 樹
大 湯 　 淳 功
澤 田 　 雅 章
神 馬 　 裕 司
谷 田 　 尚 子
昭 和 56 年 通
斎 藤 　 武 徳
昭 和 5 7 年
菅 野 　 　 洋
工 藤 　 清 彦
佐 藤 　 記 一
佐 藤 　 亮 介
成 田 　 尚 三
南 　 直 之 進
森 　 　 岩 樹
山 口 　 晴 弘
齋 藤 　 晴 彦
中 村 　 徳 秀
野 々 口 卓 史
山 本 　 師 之
高 橋 み ど り
関 　 　 昌 子
成 田 　 淳 一
昭 和 5 8 年
大 溝 　 千 秋
木 庭 袋 　 渉
芦 田 　 斉 子
盛 　 　 和 行
大 湯 　 智 行
小 暮 　 誠 二
鈴 木 　 　 誠
小 濱 　 正 文
寺 沢 　 千 明
昭 和 5 9 年
工 藤 　 聡 也
鈴 木 　 孝 之

竹 田 奈 津 子
中 田 　 　 均
成 田 　 　 治
久 保 由 佳 子
平 井 　 隆 樹
木 中 　 政 康
昭 和 6 0 年
成 田 　 昭 吾
濱 口 　 祥 子
神 山 　 恵 美
中 村 　 暢 行
高 木 　 正 尚
昭 和 6 1 年
浅 瀬 石 久 仁 子
浅 瀬 石 　 悟
木 村 　 次 郎
齋 藤 　 　 等
三 上 　 　 智
水 木 　 夏 彦
宮 腰 　 淳 一
横 澤 真 理 子
明 本 　 康 伸
佐 々 木 　 了
八 木 橋 靖 子
一 戸 ま き 子
加 藤 　 　 武
兼 平 　 　 裕
高 木 恵 美 子
昭 和 61 年 通
極 檀 多 津 子
昭 和 6 2 年
北 川 　 佳 子
清 野 　 暢 邦
田 中 　 真 紀
中 山 　 み つ
前 山 恵 理 子
奈 良 岡 広 二
平 岡 　 　 学
森 　 菜 穂 子
内 海 　 　 剛
高 木 　 　 徹
花 田 　 勝 彦
昭 和 6 3 年
小 笠 原 康 雄
櫛 田 　 智 美
佐 藤 　 　 直
鳴 海 　 　 景
三 上 　 　 正
水 木 　 道 子
白 戸 　 克 明
千 葉 　 嘉 亘
平 成 １ 年
斎 藤 　 　 香
佐 藤 　 朋 子
清 野 　 月 世
宮 腰 　 直 樹
八 木 　 靖 弘
山 口 　 貴 之

蒔 苗 　 伸 郎
原 　 　 直 美
齊 藤 　 　 爾
三 浦 　 真 介
平 成 ２ 年
田 澤 　 和 康
菊 池 　 理 子
久 末 　 賢 一
川 村 　 啓 之
長 谷 川 範 幸
平 成 ３ 年
西 田 　 明 美
山 口 　 真 吾
山 口 　 静 香
工 藤 絵 里 子
内 海 　 　 健
工 藤 理 砂 子
成 田 　 諭 隆
千 葉 　 裕 樹
工 藤 　 康 生
今 井 知 世 子
工 藤 　 友 宇
三 浦 　 　 行
平 成 ４ 年
水 木 　 正 朝
十 川 　 恒 寿
成 田 　 千 恵
福 井 　 隆 修
平 成 ４ 年 通
飯 塚 　 明 廣
福 井 　 寿 志
平 成 ５ 年
五 十 嵐 喜 代 敬
石 川 　 　 哲
小 野 健 一 郎
金 澤 　 光 美
鳴 海 　 雅 子
工 藤 由 希 子
平 成 ６ 年
阿 保 　 孝 将
境 　 　 章 仁
千 葉 も と 子
奈 良 　 文 生
阿 部 　 高 士
前 田 　 直 記
三 上 　 龍 玲
平 成 ７ 年
石 戸 　 康 幸
三 浦 　 貴 之
平 成 ８ 年
古 川 　 大 吾
道 川 　 貴 生
松 田 龍 太 郎
三 浦 　 卓 也
三 浦 　 リ ナ
平 成 ９ 年
秋 元 　 　 禮
中 道 　 哲 郎

村 上 　 義 親
工 藤 　 和 洋
今 　 　 昭 人
三 上 　 洋 平
栗 形 　 悠 平
乳 井 　 麻 乃
平 成 ９ 年 通
大 坂 　 和 伸
山 内 　 明 示
平 成 1 0 年
山 崎 　 直 洋
高 橋 　 一 徳
前 田 　 完 治
須 藤 竜 一 郎
平 成 10 年 通
石 川 　 リ ヨ
平 成 1 1 年
鍵 谷 　 弘 次
今 　 　 剛 志
中 野 　 実 幸
成 田 　 健 一
日 景 　 聡 子
三 國 　 典 央
西 野 　 　 智
西 谷 　 玲 奈
福 原 　 聖 司
秋 元 　 　 義
平 成 11 年 通
金 田 　 龍 吉
相 馬 　 敦 也
平 成 1 2 年
猪 股 　 宏 誌
中 道 　 卓 郎
日 景 　 研 一
高 橋 　 秀 徳
菊 池 　 　 勲
平 成 1 3 年
安 田 　 一 夫
佐 藤 　 史 章
高 橋 　 辰 徳
野 呂 　 剛 司
平 成 1 4 年
今 　 由 起 子
中 道 　 健 郎
平 成 14 年 通
石 村 　 　 雅
平 成 1 5 年
石 岡 　 　 学
猪 山 　 　 慶
鍵 谷 真 理 子
佐 藤 　 元 哉
田 中 　 希 依
平 成 1 6 年
高 橋 　 枝 み
日 景 　 瑞 奈
秋 元 　 　 優
對 馬 　 秀 太
平 成 1 7 年

石 岡 奈 々 実
海 老 名 紀 廣
鍵 谷 　 卓 司
工 藤 　 文 昭
後 藤 　 幸 花
後 藤 　 龍 生
須 藤 　 　 脩
橋 本 は る か
日 景 　 明 夫
福 山 　 朝 子
八 木 橋 　 恵
志 井 さ や か
佐 々 木 郁 香
坪 　 　 政 敏
三 浦 　 宏 康
平 成 1 8 年
高 橋 　 裕 介
藤 田 　 　 環
八 重 畑 佑 一
矢 本 　 真 丈
井 上 　 玲 奈
小 館 　 佑 介
日 景 　 秀 徳
市 川 　 淑 恵
瓜 田 千 帆 子
田 中 　 亜 実
平 成 1 9 年
太 田 　 裕 也
後 藤 　 慧 生
山 田 　 真 平
瓜 田 　 宗 久
小 館 フ ユ ミ
小 山 佳 奈 子
平 成 2 0 年
青 山 康 太 郎
橋 本 浩 太 郎
福 山 　 寛 人
矢 本 　 愛 佳
高 橋 　 実 か
市 川 　 奈 菜
畑 山 　 昂 大
工 藤 真 梨 子
平 成 2 1 年
太 田 　 香 純
橋 本 　 晶 平
山 田 　 佑 樹
池 田 　 千 郷
木 村 　 圭 太
木 村 　 美 和
佐 藤 　 雄 大
南 　 　 弘 毅
山 崎 　 春 馬
平 成 2 2 年
高 橋 　 真 美
吉 田 　 和 生
井 上 　 瑛
加 藤 　 静 織
小 館 　 里 依

三 上 　 　 文
平 成 2 3 年
芦 田 　 夏 葵
澤 田 　 健 一
三 浦 　 慧 太
木 村 　 沙 耶
小 林 　 繁 明
三 上 　 亮 一
特 別 会 員
菊 地 　 修 一
佐 々 木 康 人
山 田 　 陽 子
秋 元 　 久 弥
石 山 　 憲 章
石 川 　 　 緑
谷 淵 　 敏 子
日 景 　 正 敏
中 村 　 正 子
加 藤 　 久 子
外 川 　 裕 子
菊 池 　 　 敬
金 谷 　 克 憲
古 山 　 哲 司
高 橋 　 菊 弥
寺 田 　 徳 子
渋 谷 　 麗 子
小 向 　 　 博
田 中 　 勝 男
相 馬 　 正 一
高 梨 　 庸 雄
竹 内 　 　 肇

3/31日現在

平成23年度　鏡ヶ丘同窓会会務報告
月 日 行　　　　事　　　　名 参加者
4 7 同窓会報（２３号）第４回編集委員会 ７名

18 幹部会 ８名
28 同窓会役員会 43 名
29 尾上支部総会 25 名

5 14 仙台学生会 22 名
15 関西学生会 13 名
19 第 1 回総会実行委員会 24 名
21 ２７会（２７年卒） 36 名

6 2 会報編集委員会・ウェブ委員会反省会 11 名
11 板柳支部総会 21 名
16 第 2 回総会実行委員会 20 名
18 札幌鏡ヶ丘同窓会支部総会 21 名
24 平賀支部総会 24 名
26 宮城鏡ヶ丘同窓会支部総会 35 名
30 教育庁支部総会 43 名
30 第 3 回総会実行委員会 21 名

7 2 鏡ヶ丘同窓会総会 346 名
2 鏡ケ丘同窓会ゴルフコンペ 未確認
23 ３０年会（３０卒） 48 名
25 弘高１３０年記念事業協賛会設立総会 75 名
30 鏡ヶ丘同窓会総会反省会 15 名

8 6 新潟鏡ヶ丘同窓会支部総会 14 名
14 四一会（４１卒） 32 名
14 第 30 回鏡ケ丘親睦野球大会 20 名
19 五所川原支部総会 29 名

9 2 二六会傘寿記念美術展 未確認
3 二六会（２６卒）  30 名
10 三二会（３２卒） 60 名
18 双葉会（２８卒） 37 名

10 4 弘高１３０年記念事業協賛会第一回募金委員会 54 名
7 大鰐支部総会 29 名
15 東京鏡ヶ丘同窓会総会 136 名
16 関西鏡ヶ丘同窓会総会 18 名

11 4 大志会（３７年卒） 78 名
15 青森支部総会 57 名

12 8 県庁支部総会 54 名
1 2 ８３会（５８年卒） 未確認

2 ２００２年卒同期会 70 名
14 田舎館支部総会 28 名
19 同窓会報（２４号）第１回編集委員会 7 名
26 幹部会 5 名

2 19 藤崎支部総会 39 名
29 同窓会入会式 272 名

3 8 同窓会報（２４号）第２回編集委員会 9 名
24 同窓会報（２４号）第３回編集委員会 9 名

4 3 同窓会監査 ２名
＊ 同期会については事務局が把握しているもののみ記載しています。

他に 130 年記念事業各委員会による会合が何度ももたれました。

Ⅰ 総　　括
収入の部 支出の部 差引残高

9,742,891 8,876,912 865,979

Ⅰ 総　　括
収入の部 支出の部 差引残高

7,862,079 100,000 7,762,079

Ⅱ 収入の部
項 予  算  額 決  算  額 増　　△減 備　　　　　    考

1 繰 越 金 218,884 218,884 0 前年度繰越

2 終 身 会 費 1,365,000 1,360,000 △ 5,000 5,000円×272名

3 総 会 費 3,550,000 3,812,000 262,000 総会会費祝儀　2,442,000円 　広告1,370,000円  

4 運 営 協 力 費 4,000,000 4,351,886 351,886 延1,602件

5 雑 収 入 1,200 121 △ 1,079 銀行利息

計 9,135,084 9,742,891 607,807

Ⅲ 支出の部
項 予  算  額 決  算  額 増　　△減 備　　　　　    考

1 事 務 費 180,000 134,945 △ 45,055 郵送費、コピー機リース、ウェブ経費ほか

2 総 会 費 3,100,000 3,034,815 △ 65,185
総会費2,019,894円、プログラム作成費315,000円、
出欠ハガキ印刷代49,476円、手拭作成費200,000円、
全国大会餞別150,000円ほか

3 会 報 発 行 費 2,470,000 2,290,699 △ 179,301 会報印刷代441,000円、会報発送料1,715,559円、
振込用紙印刷代75,810円ほか

4 会員データ年間管理料 52,500 52,500 0
5 会 員 入 会 式 費 170,000 152,830 △ 17,170 卒業証書ホルダー138,630円、

学生会代表旅費補助10,000円ほか
6 会 議 費 70,000 48,762 △ 21,238 役員会、監査、その他

7 支 部 連 絡 費 1,260,000 1,340,950 80,950 支部総会旅費祝儀（東京・関西・仙台学生会166,100円、
宮城・札幌333,740円、新潟155,240円、東京関西422,290円ほか）

8 母 校 援 助 費 210,000 210,000 0 ねぷた製作HR補助1万円×21クラス

9 慶 弔 費 100,000 107,171 7,171 弔電、広告料ほか

10 交 際 費 35,000 37,000 2,000 弘高歓迎会･忘年会･送別会・卒業祝賀会

11 雑 費 160,000 168,240 8,240 運営協力費振込手数料

12 人 件 費 1,300,000 1,299,000 △ 1,000 私費職員給料

13 予 備 費 27,584 0 △ 27,584
計 9,135,084 8,876,912 △ 258,172

平成23年度 鏡ヶ丘同窓会一般会計決算書
青森県立弘前高等学校鏡ヶ丘同窓会

平成23年度 鏡ヶ丘同窓会特別会計決算書
青森県立弘前高等学校鏡ヶ丘同窓会

Ⅱ 収入の部
項 予  算  額 決  算  額 増　　△減 備　　　　　    考

1 繰 越 金 7,860,412 7,860,412 0
東奥信用金庫 503,925 円、東奥信用金庫 2,671,464 円、東
奥信用金庫 1,006,946 円、青森銀行 445,733 円、青森銀行
2,526,550 円、青森銀行 705,794 円（いずれも元金成長型）

2 雑 収 入 4,000 1,667 △ 2,333 銀行利息

計 7,864,412 7,862,079 △ 2,333

Ⅲ 支出の部
項 予  算  額 決  算  額 増　　△減 備　　　　　    考

1 臨 時 支 出 100,000 100,000 0 宮城支部へ義援金

計 100,000 100,000 0
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　敷地周辺の環境と一体となった建築をつくり出していく
建築家、三分一博志（さんぶいちひろし）建築設計事務所（広
島県）に2002年から６年ほど勤務した蟻塚学さん。その後、
弘前に自分のオフィスをオープンしました（広島にもオフィ
スがあります）。 それから蟻塚さんのめざましい活躍が始
まります。2010年、 塀の明るい発展系とも言える「the 
wall」で第一回建築コンクール審査委員特別賞。2011年、
ビビッドな色の駅舎が注目を集めた「弘南鉄道プロジェク

ト」で第二回建築コンクール佳作。そして同2011年、廃校の物置小屋をコミュ
ニティビジネスの拠点としてカフェにリノベーションした「王余魚沢（かれい
ざわ）倶楽部」でグッドデザイン賞。……近年、立て続けの受賞歴です。そん
な蟻塚さんの仕事のモットーは「クライアントが抱えている問題や理想を全て
“問診” して、どうすれば幸せになるのか考える」ことだそうです。 
　広島オフィスには月に一度は赴くそうですが、弘前とは違う土地柄でのお仕
事は大変だと思います。しかし、当地では得られぬ出会い、刺激が蟻塚さんの
仕事の幅を広くすることでしょう。最後に、非常に印象的なことを述べていま
したので紹介しておきます。「場合によっては、建築を勧めないこともありま
すよ」……真に顧客のことを考えている証拠です。 安心して家づくりの相談
ができる建築家だと思います。

　中林弓子さんは、祖父と父も同業で3代目に当たる。客
観的かつ法的思考過程には男性的なイメージが先行する。
2009年の新司法試験の合格者は2043人。そのうち約26%
が女性と、以前より増加したもののまだまだ少ない。さら
に弁護士として登録されている女性は弁護士全体の約15％
に過ぎない。人類の半分は女性であり、女性の視点も必要
であろうと単純に思われるが、他分野同様、まだまだ女性
化率は上昇しない。その難関を見事に突破するためには常

に勉強の毎日であったろうと推察される。
　法科大学院を経て、東京都内での修習を終え、2011年12月より弘前にて勤
務している。企業法務が中心の東京と違って、青森県はほとんどが民事。仕事
量もかなりになるが、クライアントも必死なので、より遣り甲斐を感じるとい
う。2003年弘前城ミス桜、2009年ミスねぶたを務めた。勉強の毎日の中で、
イベントなどで違う世界との接点は新鮮で楽しかったと語る。趣味はアロマや
映画鑑賞とのこと。「男性の弁護士には話せなくても同性になら話せる悩みが
あると思う。女性の悩み解決に役立ちたい」と熱く語る弓子さん。美しくネイ
ルされた手元に、気負わずに
進んでいく、女性らしいしな
やかさを感じた。益々のご活
躍を期待いたします。

　大学は「受験戦争の反動で、禅にかぶれて」駒沢大
学へ。卒業後はピンク・フロイドやディープ・パー
プルなどロック中心の海外の音楽家を招聘する “呼び
屋”に。だが、「外タレの夜の接待などに嫌気がさして」
帰郷。 津軽塗の生地工場や建設機械の販売会社など
に勤務。
　だが「初心に戻ろう」と再び母校の大学院に入学。
瞑想に座禅を取り入れたバチカンの招待で、 イタリ

ア・フィレンツェの修道院に入院。「異教徒も信者も入れないという岩
穴の瞑想院で生活」など貴重な体験をしました。
　しかし「当時は文系の博士課程なんか出ても就職なんかない時代。諦
めが肝心」と博士課程在学中に産経新聞社に入社した。
　米国紙「USA・TODAY」との業務提携や他紙の特命調査、月刊誌「み
んよう文化」の編集長などを経て、現在は編集局文化部専門委員兼編集
企画部企画委員。今や世界的な “100歳の詩人” 柴田トヨさんの「くじけ
ないで」の出版を仕掛け、その事業展開の中で充実の毎日という新聞人。
　弘高時代の思い出は「悪いことは受験競争が厳しい時代、ゴミ箱に投
げ捨てた答案用紙を教師に見つかり教室で披露されたこと」「楽しいこ
とは新聞部。他校訪問など女子高ばかり取材にいっていたこと」との事
です。 多才なお仕事ぶり
に圧倒されました。

昭 和 ７ 年
小 松 　 常 正
昭 和 1 0 年
中 村 　 一 雄
花 田 　 　 潔
昭 和 1 1 年
中 村 　 道 郎
昭 和 1 2 年
千 葉 　 彦 二
藤 本 　 文 一
松 木 誠 一 郎
昭 和 1 3 年
櫛 引 　 金 治
棟 方 　 　 肇
昭 和 1 4 年
柿 崎 陽 三 朗
石 岡 　 　 貢
三 上 　 祐 啓
昭 和 1 5 年
大 平 　 喜 彦
豊 田 　 吉 郎
中 村 　 佳 暉
芳 賀 　 誠 治
櫛 引 　 元 三
昭 和 1 6 年
東 谷 　 清 次
天 内 　 行 雄
武 藤 　 善 美
斉 藤 　 健 治
竹 浪 　 　 浩
山 崎 　 明 一
佐 藤 　 慶 三
波 多 野 　 弘
昭 和 1 7 年
清 藤 　 六 郎
工 藤 　 　 稔
新 岡 　 徳 治
松 井 　 一 郎
浅 利 　 　 譲
対 馬 　 和 郎
昭 和 1 8 年
工 藤 　 俊 夫
中 村 善 佐 衛 門
黒 滝 　 淳 一
安 田 　 二 朗
川 崎 　 亮 一
山 内 　 　 孝
昭 和 1 9 年
斉 藤 　 栄 三

清 野 　 利 保
時 任 　 昭 二
中 村 　 淳 二
鳴 海 　 幸 務
丸 山 　 隆 次
山 田 　 吉 弥
吉 岡 　 隆 一
工 藤 　 順 三
工 藤 　 邦 男
桜 庭 　 陽 三
田 中 　 健 雄
葛 西 　 良 男
佐 藤 　 亮 一
清 野 　 隆
高 山 　 良 二
渡 辺 　 弘 之
柴 田 昭 太 郎
櫛 引 　 晴 雄
昭 和 2 0 年
一 戸 　 　 忠
一 戸 　 良 七
小 川 　 　 敦
葛 西 憲 之 助
境 　 辰 五 郎
佐 々 木 義 郎
相 馬 　 正 勝
高 橋 　 俊 逸
中 道 　 信 三
成 田 　 昌 弘
花 田 　 　 誠
花 田 　 公 男
福 士 　 主 計
松 井 　 　 鼎
三 上 　 純 平
小 野 　 徳 朗
黒 瀧 　 秀 昌
桜 田 　 純 造
佐 藤 　 昭 雄
七 戸 　 　 靖
鈴 木 　 慶 照
田 村 　 武 洋
奈 良 岡 辰 夫
成 田 　 良 樹
花 田 　 郁 男
船 水 　 　 宏
海 老 原 　 巽
大 西 　 　 稔
小 野 　 敏 男
鎌 田 陸 奥 男

斎 藤 　 義 一
斎 藤 　 　 健
佐 々 木 謙 一
安 田 　 喜 重
山 崎 　 俊 三
渡 辺 　 健 三
相 坂 　 正 夫
小 嶋 　 誠 一
藤 田 　 　 廣
葛 西 　 栄 治
木 村 　 　 浩
藤 山 　 由 造
五 十 嵐 芳 男
昭 和 2 1 年
相 馬 　 齋 弼
山 田 　 新 一
武 田 弘 三 郎
中 山 　 将 明
明 石 　 　 昭
相 馬 　 達 雄
三 浦 　 光 義
昭 和 2 2 年
阿 部 　 恒 彦
荒 谷 　 五 郎
金 崎 　 昭 三
竹 浪 順 三 郎
東 海 　 久 雄
藤 森 　 　 等
今 井 　 秀 夫
蝦 名 　 泰 衛
小 林 　 　 勇
手 塚 　 　 敏
鳴 海 　 怜 次
相 澤 　 誠 祐
佐 藤 圭 一 郎
須 藤 　 倫 行
西 村 　 　 洽
橋 本 　 亮 三
山 内 　 恒 男
豊 田 　 伍 郎
三 浦 　 　 實
川 崎 　 吉 充
昭 和 2 3 年
石 戸 谷 欣 一
小 宅 　 弘 道
蔭 山 　 光 顕
木 庭 袋 隆 昭
櫻 庭 　 　 朔
高 橋 　 　 章
富 澤 　 成 美
萩 野 　 　 實
福 士 　 和 衛
三 上 　 　 哲
安 田 　 準 三
田 中 　 　 玲
三 上 　 和 彦
石 郷 岡 　 隆
外 山 　 親 俊

中 村 　 　 豊
昭 和 2 4 年
秋 元 　 良 三
石 岡 　 晶 敬
長 利 　 清 弘
兼 田 　 洋 三
川 村 　 昭 男
佐 藤 　 純 一
鈴 木 　 勝 男
須 藤 　 昭 夫
武 田 　 隆 治
福 士 　 正 一
福 津 　 辰 大
猪 股 　 圭 二
岩 間 純 二 郎
古 市 　 誠 治
松 盛 　 陽 二
三 上 　 　 弘
平 山 　 　 清
盛 　 　 嘉 次
對 馬 耕 治 郎
昭 和 2 5 年
会 津 　 孝 蔵
一 戸 　 克 夫
伊 藤 　 正 樹
稲 葉 　 克 夫
岩 谷 　 　 剛
海 老 名 清 美
川 野 名 　 智
工 藤 　 博 道
佐 藤 　 　 茂
清 水 　 行 正
下 山 一 二 三
田 澤 　 安 宣
千 葉 　 　 護
中 川 　 邦 夫
成 田 　 　 努
成 田 　 瑞 穂
乗 田 　 哲 実
松 山 　 宗 平
三 上 　 　 浩
山 田 　 寿 男
阿 部 　 泰 久
長 内 　 昌 美
葛 西 良 二 郎
工 藤 　 浩 之
工 藤 　 正 昭
坂 本 寿 太 郎
桜 庭 芳 太 郎
神 　 　 弘 見
須 藤 　 文 雄
清 野 　 　 正
長 尾 栄 一 郎
鳴 海 　 昭 文
原 　 庄 三 郎
原 　 　 武 夫
五 十 嵐 邦 享
尾 坂 　 昭 治

鎌 田 昭 三 朗
神 田 晃 太 郎
永 沢 　 　 寛
花 田 　 喜 一
福 沢 　 秀 輝
蒔 苗 　 　 實
金 澤 　 　 隆
木 村 　 五 郎
鳴 海 　 康 安
昭 和 2 6 年
一 戸 　 　 宏
小 山 内 英 造
小 野 　 　 晃
葛 西 　 一 男
葛 西 　 恭 治
葛 西 　 英 昭
梶 野 　 良 二
工 藤 　 清 彦
佐 藤 昌 覚 郎
須 藤 　 弘 一
中 村 　 　 浩
奈 良 　 　 忠
町 田 　 宇 平
松 本 　 政 保
山 崎 　 幸 夫
山 本 　 治 郎
秋 元 　 義 隆
荒 井 　 祐 蔵
伊 東 　 　 聰
木 村 　 光 敏
楠 美 　 和 夫
黒 滝 　 信 一
坂 岡 　 　 博
櫻 庭 　 　 正
柴 田 　 　 晋
田 辺 　 　 実
豊 川 　 裕 之
中 村 　 雄 三
西 塚 　 　 眞
松 本 　 　 巌
松 山 　 孝 弘
村 田 　 　 弘
若 松 　 清 吾
太 田 　 正 一
岡 田 　 勇 吾
葛 西 　 昭 蔵
佐 々 木 稔 雄
関 　 登 志 雄
建 部 　 高 明
永 井 　 俊 衛
中 嶋 嘉 四 雄
野 尻 　 壽 康
安 田 　 良 樹
横 島 　 　 茂
工 藤 晋 三 郎
相 馬 　 昭 典
昭 和 2 7 年
阿 蘇 　 　 哲

井 澤 　 文 廣
石 岡 　 正 憲
石 堀 　 哲 男
蝦 名 　 保 雄
葛 西 　 　 正
加 藤 　 一 男
工 藤 　 良 平
工 藤 　 堅 二
佐 々 木 恵 吉
佐 藤 　 新 平
佐 藤 　 君 雄
神 　 　 武 弘
清 野 　 　 浩
相 馬 　 英 三
外 﨑 　 久 夫
高 谷 　 博 文
田 澤 　 正 美
野 原 　 敏 昭
長 谷 川 　 巌
三 浦 　 義 光
山 内 　 尚 道
山 内 　 博 尚
大 高 喜 久 夫
加 賀 谷 健 三
工 藤 　 　 晃
児 玉 　 俊 助
境 　 淳 一 郎
神 　 　 　 廉
竹 原 　 昭 雄
宮 川 　 二 郎
盛 　 　 義 明
横 山 　 義 則
桜 庭 　 　 旭
石 岡 　 　 満
北 畠 　 顕 文
小 枝 　 清 作
斎 藤 　 　 寛
櫻 庭 豊 三 郎
荘 司 　 道 夫
竹 田 　 良 三
田 澤 　 和 郎
田 辺 　 靖 彦
中 村 　 義 弘
成 谷 　 昭 一
原 　 忠 三 郎
三 上 　 昭 夫
三 上 　 隆 雄
三 橋 　 　 寛
盛 　 　 清 祐
秋 元 　 克 郎
岩 渕 　 明 一
古 川 　 昭 雄
澤 田 　 瑞 穂
早 良 　 哲 夫
梅 原 　 正 年
澤 田 　 禮 治
新 戸 部 満 男
昭 和 2 8 年

油 川 　 　 覚
今 泉 　 徹 三
小 山 　 秀 弘
川 野 名 　 靖
櫻 井 麻 古 人
鈴 木 　 正 導
田 澤 　 　 孝
鶴 田 　 昭 英
西 谷 　 俊 助
福 沢 　 平 六
福 士 知 英 子
村 谷 　 邦 男
盛 　 　 　 皓
山 内 勇 喜 男
渡 辺 　 厚 吉
雨 森 　 輝 昌
有 賀 　 達 泱
石 坂 　 　 浩
石 戸 八 千 代
長 利 　 康 二
小 田 桐 庸 吉
櫻 井 　 　 溥
須 郷 　 健 市
対 馬 三 四 年
夏 坂 　 栄 一
成 田 　 一 典
真 嶋 　 　 淳
齋 藤 　 春 彦
三 戸 　 一 孝
神 　 　 正 道
阿 部 　 次 男
長 部 日 出 雄
新 宅 　 清 司
中 西 　 充 子
花 岡 　 宏 六
木 村 　 文 丸
須 藤 　 　 惇
昭 和 2 9 年
飯 塚 　 　 洋
一 条 　 琢 子
一 戸 　 紀 美
大 和 田 一 衛
岡 部 　 恒 子
小 山 内 　 裕
梶 野 　 敦 子
加 藤 　 順 治
川 村 　 　 年
川 村 　 美 通
木 村 　 　 晃
櫛 引 　 邦 弘
工 藤 　 誠 子
黒 岩 　 隆 介
小 林 　 　 勇
小 林 　 陽 三
斎 藤 満 智 子
斎 藤 　 　 周
斉 藤 　 　 斉
佐 藤 　 　 剛

澤 田 　 　 静
嶋 脇 　 英 司
神 　 　 忠 男
杉 田 利 八 郎
田 澤 千 代 子
田 澤 　 昌 弘
田 辺 　 昭 彦
外 崎 芙 美 子
夏 坂 　 芳 作
成 田 　 正 雄
花 田 　 瑞 穂
花 田 　 聡 子
平 栗 　 城 志
平 田 錦 市 郎
藤 田 　 　 功
松 木 十 四 雄
村 谷 　 令 子
山 形 　 　 盛
山 上 　 清 志
山 本 由 紀 子
池 田 　 浩 三
一 條 　 ア ツ
金 枝 　 　 亮
古 川 　 力 男
鈴 木 　 漾 子
関 　 　 千 鶴
相 馬 　 慶 造
成 田 　 静 雄
野 呂 　 　 謙
林 　 　 朋 衛
日 景 　 宏 和
前 田 　 弘 子
光 永 　 道 生
村 田 　 範 子
山 崎 　 ヤ ヱ
井 汲 　 頴 子
内 山 　 喜 順
葛 西 　 常 美
工 藤 　 と し
小 寺 　 　 豊
小 林 　 貞 三
斎 藤 　 政 一
鳴 海 　 　 隆
西 田 　 容 三
小 濱 　 正 春
成 田 　 惠 子
吉 川 　 瑞 浩
昭 和 3 0 年
石 岡 　 秀 治
猪 股 　 　 敏
今 井 　 　 孚
内 山 　 善 雄
大 村 　 嗣 郎
木 村 　 弘 三
木 村 　 忠 資
木 村 　 昱 介
小 枝 　 昭 一
小 関 　 克 洲

斎 藤 　 　 哲
地 主 　 静 生
祖 父 尼 賢 一
高 木 　 了 司
髙 田 　 正 利
田 中 　 　 髙
玉 田 　 二 朗
対 馬 　 初 美
中 田 　 健 造
中 野 　 健 治
鳴 海 　 弘 憲
藤 田 富 美 子
船 水 　 静 児
村 山 　 勝 弘
八 木 橋 良 範
安 田 　 周 平
山 内 　 卓 司
秋 庭 　 　 修
秋 元 良 之 祐
海 老 名 正 捷
小 野 　 三 夫
小 山 　 直 美
工 藤 多 喜 二
坂 田 　 宗 等
佐 々 木 一 雄
佐 々 木 　 淳
滝 本 　 秋 男
田 口 　 　 実
鳥 谷 部 國 男
平 山 　 壮 三
三 上 　 清 治
米 田 　 繁 男
阿 部 　 和 悦
工 藤 　 武 三
後 藤 　 荘 平
佐 藤 誠 四 郎
祖 父 尼 　 哲
田 口 　 鉄 治
田 中 　 幸 子
辻 井 　 　 保
奈 良 岡 幸 弘
成 田 　 修 三
福 津 　 弘 人
三 上 　 忠 二
三 和 　 孝 徳
米 澤 　 　 實
内 海 　 昌 蔵
鎌 田 　 勝 治
黒 瀧 不 二 夫
福 士 　 六 郎
福 地 　 順 一
萱 野 　 　 彰
川 原 田 久 雄
佐 藤 　 一 生
渋 谷 　 昭 民
三 上 　 尚 義
昭 和 3 1 年
長 利 　 浩 三

織 田 　 常 良
楠 美 　 明 子
工 藤 　 純 一
工 藤 　 哲 也
須 藤 　 和 信
西 村 　 政 恒
三 浦 　 妙 子
八 木 橋 栄 一
横 岡 　 　 一
和 田 　 博 勝
小 田 切 隆 昌
工 藤 　 光 男
工 藤 　 久 雄
瀬 尾 　 孝 文
中 野 　 祐 輔
西 谷 　 耕 治
松 山 　 哲 三
山 本 　 嘉 政
磯 山 　 芳 郎
太 田 　 耕 正
唐 牛 　 　 襄
久 保 田 軍 治
佐 藤 　 和 則
佐 藤 　 泰 弘
丹 藤 　 公 雄
藤 田 　 　 進
舟 本 　 　 統
佐 藤 　 正 勝
会 津 　 清 英
尾 坂 　 登 良
小 田 桐 畝 傍
外 崎 　 　 昭
藤 木 　 義 行
三 上 晃 一 郎
山 王 丸 ノ リ
千 葉 　 光 政
八 木 橋 惇 夫
昭 和 3 2 年
秋 元 　 善 智
秋 元 　 幹 雄
阿 部 　 恵 子
阿 保 　 博 巳
石 橋 　 憲 興
一 戸 惇 一 郎
一 戸 　 　 章
小 笠 原 　 勲
小 笠 原 時 雄
小 野 　 博 光
草 刈 　 　 潤
工 藤 　 朝 臣
工 藤 　 栄 一
小 坂 　 堅 治
小 舘 　 玲 子
斎 藤 　 　 守
斎 藤 　 　 肇
齋 藤 　 　 彰
佐 々 木 　 巌
佐 藤 　 　 正

佐 藤 　 　 勉
高 橋 　 三 雄
田 澤 　 郁 夫
道 川 　 一 利
中 村 　 　 健
成 田 　 　 眞
成 田 英 久 範
芳 賀 　 文 彦
長 谷 川 秀 人
福 士 　 壽 一
福 士 誠 一 郎
福 原 　 　 幸
藤 田 光 三 郎
船 水 　 長 昭
堀 川 永 一 郎
松 山 　 繁 夫
真 野 　 　 洋
三 浦 　 精 子
三 上 　 瑛 子
三 上 　 誠 一
阿 部 　 　 東
安 倍 　 政 幸
阿 保 日 出 一
淡 谷 　 良 子
一 戸 純 三 郎
岩 渕 　 弘 子
小 笠 原 愼 逸
木 村 　 　 進
工 藤 　 　 彪
小 枝 　 俊 治
小 舘 真 佐 夫
佐 々 木 孝 明
佐 藤 　 光 春
渋 川 　 尚 文
島 中 　 　 弘
祖 父 尼 俊 雄
名 古 屋 和 夫
鳴 海 　 弘 明
野 崎 　 修 一
長 谷 川 勝 勇
松 浦 　 恭 子
溝 江 　 　 正
三 橋 　 正 義
森 田 　 昌 好
吉 川 富 士 保
世 永 日 出 雄
石 田 ト ミ ヨ
石 戸 谷 　 弘
今 井 　 忠 利
岩 崎 　 哲 夫
斎 藤 　 　 健
佐 藤 　 章 道
原 子 　 典 文
山 口 　 耕 造
山 邊 　 悠 一
一 戸 　 博 臣
葛 西 　 義 朗
工 藤 　 秀 久

齋 藤 　 次 郎
竹 浪 　 　 隆
外 崎 奈 奈 美
平 山 　 　 寿
松 山 　 久 雄
松 山 　 正 毅
片 桐 　 康 雄
栗 林 　 良 正
建 部 八 洲 夫
昭 和 3 3 年
工 藤 　 一 夫
工 藤 　 晃 嗣
古 川 　 　 昭
小 林 　 泰 秀
古 村 由 比 子
高 木 　 昌 幸
竹 内 　 健 二
鳴 海 　 　 諄
鳴 海 　 敏 文
船 水 　 義 三
三 浦 　 洋 子
水 木 　 厚 美
山 口 　 眞 彦
安 倍 　 政 雄
工 藤 　 直 樹
工 藤 　 　 登
隆 島 眞 喜 子
竹 谷 　 好 弘
成 田 　 裕 司
野 呂 　 陽 一
若 松 　 　 隆
秋 元 　 年 勝
秋 元 　 采 子
秋 山 　 英 男
明 比 　 範 夫
葛 原 　 信 義
坂 元 　 正 子
佐 々 木 秀 博
中 畑 　 忠 弘
二 川 原 誠 逸
花 田 　 幸 三
福 田 　 壽 徳
福 原 　 建 三
船 橋 　 俊 男
溝 江 　 吉 真
山 田 　 誠 司
石 田 　 　 稔
葛 西 　 勝 尚
鎌 田 　 興 治
田 中 　 　 仁
中 村 　 直 司
奈 良 　 壽 眞
花 田 　 誠 三
伏 見 　 静 夫
三 浦 　 昭 子
横 山 　 泰 久
木 村 　 秀 明
佐 藤 　 　 宏

樋 口 　 喆 也
田 中 　 浩 子
昭 和 3 4 年
相 沢 　 弘 毅
石 黒 　 紘 一
小 山 内 貫 根
葛 西 　 英 之
川 村 　 貞 夫
木 村 　 幸 一
工 藤 紀 千 蔵
工 藤 　 哲 生
栗 林 　 欣 一
佐 藤 　 隆 雄
島 中 　 　 誠
田 口 　 順 子
田 村 　 郁 子
塚 本 　 康 喜
対 馬 　 文 守
中 村 　 勇 一
鳴 海 　 泰 典
野 宮 　 正 行
廣 瀬 　 　 博
福 士 　 　 宏
蒔 苗 　 伸 一
安 田 　 正 英
山 口 　 二 郎
山 下 陸 奥 男
山 本 　 正 紀
木 村 あ さ の
櫛 引 　 章 三
小 中 　 徳 雄
小 森 　 和 昭
坂 本 　 和 聰
関 　 　 邦 男
平 川 　 英 廣
藤 田 　 瑛 二
蒔 苗 　 優 子
三 浦 　 玲 子
工 藤 　 眞 生
小 枝 　 兼 悦
佐 藤 　 　 眞
佐 藤 　 睦 子
住 吉 　 一 紀
冨 田 　 重 照
成 田 　 昭 紀
西 谷 　 邦 男
福 田 　 忠 敏
三 浦 　 幸 雄
柳 川 　 　 勝
角 田 　 幸 子
川 村 　 永 三
川 村 昇 一 郎
斎 藤 　 　 紀
高 谷 　 恒 雄
福 士 　 兼 義
福 士 　 　 謙
山 田 　 栄 一
小 野 　 光 貞

金 崎 　 　 誠
櫻 田 　 　 健
笹 　 　 　 進
三 上 　 智 也
西 澤 　 公 司
昭 和 3 5 年
秋 本 　 　 博
秋 本 　 昭 子
小 山 田 顕 裕
工 藤 　 勝 弘
佐 藤 　 祥 子
寺 山 　 　 紘
中 道 　 靜 郎
成 田 　 正 光
肥 後 　 和 保
藤 澤 　 一 夫
松 尾 　 徹 也
宮 川 　 忠 義
五 十 嵐 弘 子
岡 部 光 太 郎
須 藤 　 　 宏
竹 内 　 正 隆
田 中 　 　 浩
千 葉 國 美 津
西 澤 　 義 之
橋 本 八 重 子
藤 田 　 和 美
森 岡 　 啓 二
山 形 　 英 雄
吉 川 　 直 彦
石 郷 岡 義 了
木 村 　 久 夫
古 川 　 育 男
古 川 　 銑 一
舘 山 　 公 文
千 田 　 勝 弘
二 川 原 和 男
西 田 　 鐵 郎
西 谷 紀 久 子
蒔 苗 　 忠 典
松 山 　 　 満
山 田 　 猛 敏
山 本 　 善 弘
横 山 　 　 篤
明 比 　 隆 夫
今 井 　 健 夫
神 山 　 弘 志
玉 田 　 友 一
逸 見 　 直 義
秋 元 　 弘 一
小 山 と き 子
昭 和 35 年 通
木 津 久 仁 夫
昭 和 3 6 年
赤 坂 　 桂 吾
浅 利 　 朝 子
葛 西 　 友 子
柏 　 洋 治 郎

久 保 田 隆 二
佐 藤 　 勝 美
関 野 　 正 義
田 澤 　 文 雄
中 西 　 重 嗣
成 田 　 郁 夫
成 田 　 重 蔵
鳴 海 　 忠 孝
森 山 　 武 彦
油 川 　 義 博
有 賀 　 孝 雄
石 川 　 良 子
大 湯 　 芳 文
工 藤 美 智 子
工 藤 幸 七 郎
工 藤 　 直 人
斎 藤 雪 雄
笹 村 　 圭 子
田 辺 欣 二 郎
堀 内 　 久 子
松 井 　 睦 朗
三 浦 　 セ ツ
米 澤 　 惠 子
五 十 嵐 正 幸
石 岡 　 　 隆
大 平 　 和 夫
大 場 　 良 平
小 笠 原 　 弘
小 野 　 幸 司
金 沢 百 合 子
川 村 　 哲 子
工 藤 　 俊 治
工 藤 　 秀 則
佐 藤 　 昭 郎
大 條 　 俊 彦
高 木 　 泰 宏
高 橋 　 信 進
高 松 　 秀 興
三 和 　 公 明
内 海 　 俊 治
佐 藤 　 光 毅
藤 田 　 淑 江
三 浦 き く 子
櫻 庭 　 忠 雄
赤 平 　 法 導
越 前 　 　 登
北 畠 千 賀 子
森 山 　 和 子
昭 和 36 年 通
平 澤 惠 美 子
昭 和 3 7 年
赤 石 　 昭 次
葛 西 　 一 道
加 藤 　 正 大
嶋 津 　 一 彦
清 藤 　 隆 平
敦 賀 　 哲 朗
原 　 　 俊 輔

平成23年度
同窓会運営協力費

協賛者
数字は卒業年度
通は通信　　　
敬称略、順不同

昭和43年3月弘前高校卒 
駒澤大学大学院博士課程修了 

　記：工藤友宇（平3卒）

　記：橋本貫司（昭₅₂卒）

　消化器外科とリンゴ。一見風変わりな組み合わせから
生まれたアップルペクチンが、東日本大震災後、注目を
集めている。
　大腸ガンの予防に加え、セシウムの排泄にも効果があ
るというのだ。田澤先生はこの分野での第一人者であ
り、25 年にわたる研究の間、先生には故郷の名産品で
あるリンゴを何かに使えないかという思いが常にあった
そうだ。この望郷の念が込められた研究業績が高く評価
され、青森県より木村甚彌賞（平成 12 年）、経済功労県

褒章を相次いで受章、出身地の鯵ヶ沢からは名誉町民の称号が与えられた。
　現在は「フクシマに貢献できることは、天からのお声がけ」と、消化器
外科医として講演を各地で行っている。
　一方、「富山では医学界よりもスキー界のほうで有名なんですよ」と茶
目っ気たっぷりにおっしゃるほど、スポーツ、とりわけスキーとの関わり
も深く、冬季オリンピックのチームドクターとして日本選手団を支えたご
経歴も。また、とある研修会に講師として共に招かれた三浦雄一郎さん
に、弘高スキー部の後輩ですと明かしたところ、すぐに打ち解け、一緒に
滑りを楽しむ間柄になったとも。
　たとえ故郷を離れていて
も心はつながり、生涯現
役、多方面でご活躍されて
いる姿は、燦然たる光を
放っている。新刊「林檎の
力」発売中。

田澤　賢次さん（昭33卒）アップルペクチンの効果探求

　記：今井知世子（平3卒）

昭和₄₅年　新潟大学大学院医学研究科修了（医学博士）
平成５年　国際対癌連合京都会議にて学術賞受賞
平成７年　富山医科薬科大学医学部教授に就任
平成₁₅年　日本体育協会公認スポーツ指導者表彰受賞
平成₁₇年　同大学名誉教授
現在、日本アーユルヴェーダ学会理事長、日本オリンピック委員会
強化スタッフ委員（医学スタッフ）など多くの学会役員を兼務

平成₁₄年　　広島大学工学部第四類卒業 
平成₂₀年～　蟻塚学建築設計事務所代表 

押田　雅治さん（昭43卒）

蟻塚　　学さん（平10卒）

ベストセラーの仕掛け人

クライアントを問診する建築家 中林　弓子さん（平12卒）弘前市初の女性弁護士として

　記：八木橋靖子（昭₆₁卒）

平成₁₂年　立命館入学
平成₁₆年　 立命館大学法科大学院入学
平成₁₉年　法科大学院修了　法務博士取得
平成₂₂年９月　新司法試験合格
平成₂₂年₁₁月　司法研修所入所　
平成₂₃年₁₂月　司法研修所修了　弁護士登録
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「
セ
ピ
ア
色
の
青
春
時
代
」

成
田
静
司
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の
全
盛
時
代
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東
京
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
副
会
長

㈱
「
プ
ロ
マ
ー
ジ
ュ
」
社
長

青
山

徳
子
（
昭
41
卒
）

岩
崎

哲
夫
（
昭
32
卒
）

渋
谷

龍
一（
昭
35
卒
）

花
田
　
　
一  

先
生

名
物
恩
師
列
伝
③

◎
住
所
変
更
な
ど
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
０
１
７
２
―
32
―
８
５
４
５
）

昔
の
名
物
先
生
達
は
、大
抵
、

渾
名
（
あ
だ
な
）
で
呼
ば
れ
て

ま
し
た
。
花
田
先
生
の
場
合
は

ワ
ン
コ
で
し
た
。
お
名
前
の
一

が
ワ
ン
な
の
で
、
こ
う
呼
ば
れ

た
ん
で
し
ょ
う
な
。（
小
柄
で
、

足
早
に
せ
か
せ
か
と
歩
く
人
で

し
た
。）

先
生
の
思
い
出
は
数
々
あ
り

ま
す
が
、
中
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
の
は
、
授
業
を
脱
線
す
る
事

で
し
た
。

折
し
も
、
皇
太
子
様
が
美
智

子
様
と
、
ご
結
婚
な
さ
る
頃
の

事
で
し
て
ね
、
ワ
ン
コ
先
生
は

正
田
家
や
美
智
子
様
の
事
を
、

そ
れ
は
く
わ
し
く
、
我
々
生
徒

達
に
話
し
て
聞
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

で
、
と
う
と
う
、
一
時
間
の

授
業
が
、そ
れ
で
つ
ぶ
れ
ま
し
た
。

次
の
週
、「
先
週
は
ど
こ
ま

で
で
し
た
っ
け
ね
？
」
と
い
う

の
で
、ズ
ル
ス
ケ
生
徒
達
は「
正

田
家
へ
お
使
い
が
行
く
と
こ
ま

で
で
し
た
」
と
、
又
脱
線
に
し

む
け
る
と
、
先
生
は
笑
い
な
が

ら
も
、ち
ゃ
ん
と
乗
っ
て
き
て
、

又
半
時
間
が
つ
ぶ
れ
ま
し
た
。

今
思
う
と
先
生
も
、
退
屈
な

化
学
の
授
業
よ
り
も
ご
自
分
で

も
楽
し
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
な
。

来
年
、
母
校
弘
前
高
校
は
創

立
百
三
十
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
丁
度
、
私
が
在

学
中
に
八
十
年
を
迎
え
た
時

に
、
そ
の
記
念
行
事
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
記
憶
が
今
で

も
残
っ
て
お
り
ま
す
。
早
い
も

の
で
卒
業
し
て
か
ら
五
十
年
弱

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
す

ね
。
大
変
に
感
慨
深
い
で
す
。

最
近
の
四
一
会
東
京
組
で
は

退
職
し
て
故
郷
に
戻
り
、
シ
ル

バ
ー
ラ
イ
フ
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し

て
い
る
人
た
ち
も
多
く
な
り
、

年
々
東
京
の
同
期
も
人
数
が

減
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

私
は
仕
事
柄
ま
だ
現
役
で
仕

事
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
最

近
で
は
若
い
世
代
に
少
し
ず
つ

任
せ
て
、
東
京
鏡
ヶ
丘
同
窓
会

の
俳
句
会
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

に
参
加
し
て
趣
味
の
生
活
を
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
半
分
現
役
、
半
分
趣

味
の
生
活
を
し
て
い
る
私
が

久
々
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
一

中
で
学
生
運
動
、
ウ
ー
マ
ン
リ
ー

ブ
闘
争
な
ど
、
自
分
の
欲
し
い

も
の
は
自
分
で
勝
ち
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
ひ
た
す
ら

走
っ
て
き
た
時
代
の
陰
に
そ
っ

と
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
純
愛
。

涙
し
な
が
ら
観
て
い
る
自
分
が

ま
だ
ま
だ
老
い
て
い
な
い
事
に

気
が
つ
い
た
映
画
で
し
た
。

最
近
は
映
画
の
世
界
も
ハ
イ

テ
ク
化
さ
れ
Ｃ
Ｇ
映
像
、
３
Ｄ

映
像
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
な

ど
め
ま
ぐ
る
し
い
あ
り
さ
ま
で

日
々
進
化
し
続
け
て
お
り
ま

す
。
十
年
後
に
は
映
画
は
全
て

３
Ｄ
映
像
と
な
る
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
今
回
の
作

品
の
よ
う
な
セ
ピ
ア
ト
ー
ン
の

映
像
が
私
は
美
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
深
く
深
く
内
面
に
入
り

込
ん
で
く
る
、
私
を
十
代
の
思

い
に
さ
せ
て
く
れ
る
そ
ん
な
作

品
が
ま
だ
ま
だ
必
要
だ
と
強
く

思
い
ま
し
た
。

敗
戦
後
に
生
ま
れ
、
バ
ブ
ル

時
代
を
知
り
、
年
金
生
活
時
代

を
送
る
、
我
々
団
塊
世
代
が
こ

れ
か
ら
の
人
に
我
々
の
生
き
ざ

ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
感

じ
、
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
も

こ
れ
か
ら
も
何
本
か
映
画
、
ド

ラ
マ
の
制
作
に
意
欲
的
に
参
加

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

■
学
校
の
警
備
シ
ス
テ
ム
が
作
動
し

て
鍵
が
か
か
っ
て
し
ま
う
寸
前
ま
で

編
集
・
校
正
作
業
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
・
Ｈ
）

■
最
近
、
音
声
認
識
機
能
の
モ
バ
イ

ル
機
種
が
続
々
登
場
。
キ
ュ
ー
ト
な

受
け
答
え
を
す
る
そ
う
で
す
。
交
換

を
思
案
中
。　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｙ
）

■
鏡
ヶ
丘
の
先
輩
・
後
輩
の
活
躍
や

文
章
が
お
も
し
ろ
く
、
編
集
・
校
正

を
忘
れ
て
見
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

し
ば
し
ば
で
す
。　
　
　
（
Ｋ
・
Ｍ
）

■
何
に
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

編
集
の
現
場
や
同
窓
皆
様
を
通
し
て

様
々
な
事
を
知
り
、
勝
手
に
大
満
足

し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
（
Ｔ
・
Ｋ
）

■
理
系
の
私
が
編
集
・
校
正
す
る
な

ん
て
。
知
ら
な
い
言
葉
や
熟
語
を
ス

ル
ー
す
る
こ
と
な
く
確
認
。
知
識

（
常
識
）
が
身
に
付
い
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
・
Ｔ
）

編
集
後
記

弘
前
高
校
は
、
来
年
、
創
立

百
三
十
年
を
迎
え
る
。
そ
の
重

み
の
あ
る
歴
史
の
中
で
、
わ
が

鷹
門
ク
ラ
ブ
（
弘
中
・
弘
高
卓

球
部
Ｏ
Ｂ
会
）
も
、
六
十
有
余

年
に
わ
た
り
確
か
な
歩
み
を
続

け
、
多
数
の
著
名
な
選
手
を
輩

出
し
、
卓
球
王
国
青
森
県
を
支

え
て
き
た
。
ち
な
み
に
卓
球
部

は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
₂₀
年

に
創
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
₂₁
年
に
行
わ
れ
た
、
戦
後

復
興
第
１
回
の
中
等
学
校
全
国

大
会（
現
在
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

で
、
早
く
も
初
出
場
全
国
制
覇

の
偉
業
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。

主
力
選
手
の
三
浦
實
氏（
昭

₂₂
卒
早
大
Ｏ
Ｂ
）と
鈴
木
一
氏

（
昭
₂₃
卒
慶
大
Ｏ
Ｂ
）は
、
そ
れ

ぞ
れ
全
日
本
学
生
選
手
権
の
ダ

ブ
ル
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス
を
制
し

て
い
る
。

以
下
に
３
人
目
の
全
日
本

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
成
田
静
司
氏
の

輝
か
し
い
戦
歴
に
つ
い
て
記
し

て
み
た
い
。

成
田
先
輩
は
、
私
の
入
学
時

の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
、
１
年
間
直

接
ご
指
導
を
頂
い
た
。

₂₉
年
の
全
日
本
選
手
権
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
で
優
勝
。
₃₀
年
卒
後

日
大
へ
進
学
。

₃₂
年
全
日
本
選
手
権（
シ
ン

グ
ル
ス
）準
決
勝
で
田
中（
八
幡

製
鉄
、
当
時
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
）を
３
│
０
で
一
方
的
に

退
け
、
決
勝
で
は
酒
井（
ヤ
シ

カ
）を
３
│
０
、
各
セ
ッ
ト
は

接
戦
す
る
も
、
一
セ
ッ
ト
も
失

う
こ
と
な
く
見
事
初
制
覇
を
果

た
し
た
。

ま
た
₃₃
年
に
は
、
準
決
勝
で

田
中（
中
央
大
）を
３
│
１
で
下

し
、
決
勝
で
は
星
野（
専
修
大
）

を
３
│
１
で
寄
せ
つ
け
ず
二
連

覇
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。

私
は
両
大
会（
立
教
大
１
、２

年
時
）で
、
そ
れ
ぞ
れ
審
判
団

の
一
員
、
選
手
と
し
て（
３
回

戦
で
敗
退
）参
加
出
場
し
、
幸

運
に
も
、成
田
先
輩
の
初
制
覇
、

二
連
覇
の
場
面
を
目
の
当
た
り

に
す
る
事
が
出
来
た
。

な
お
こ
の
年
に
は
、
全
日
本

学
生
東
日
本
学
生
選
手
権
等
々

の
タ
イ
ト
ル
を
総
な
め
に
し
て

い
る
。
正
に
全
盛
時
代
で
驚
異

の
活
躍
振
り
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
₃₄
年
ド
イ
ツ（
ド
ル
ト
ム
ン

ト
）で
開
催
さ
れ
た
世
界
選
手

権
へ
出
場
し
、
男
子
団
体
戦
の

優
勝
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て

大
い
に
活
躍
を
し
た
。（
ち
な

み
に
そ
の
時
の
女
子
団
体
の
優

勝
監
督
が
三
浦
實
氏
で
あ
る
。）

₃₄
年
大
学
卒
後
は
八
幡
製
鉄

（
現
新
日
鉄
）に
入
社
、
５
年
間

実
業
団（
社
会
人
チ
ー
ム
）で
優

勝
す
る
な
ど
活
躍
が
続
い
た
。

成
田
先
輩
の
戦
型
は
、
ペ
ン

ホ
ル
ダ
ー
の
カ
ッ
ト（
守
備
）を

主
戦
と
し
機
を
見
て
両
ハ
ン
ド

か
ら
の
華
麗
で
矢
の
よ
う
な
反

撃
で
あ
り
、
日
本
一
！

正
に

天
下
一
品
の
芸
術
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
今
後
と
も
、

先
輩
以
上
の
ペ
ン
の
カ
ッ
ト
マ

ン
の
出
現
は
無
い
。

成
田
先
輩
は
、
現
在
弘
前
在

住
で
₇₅
才
、
今
な
お
現
役
で
卓

球
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
り
、
一

般
・
大
高
中
小
生
に
実
技
指
導

さ
れ
て
い
る
。

本
当
に
感
服
の
極
み
で
あ
る
。

弔 詞阿
部
次
男
先
生
、
い
や
獏
不
次
男

先
生
！
昨
年
の
十
二
月
十
八
日
の

夜
、
鳴
海
病
院
の
個
室
で
、「
獏
さ

ん
大
丈
夫
だ
か
ら
が
ん
ば
り
へ
」と

言
っ
た
ら「
う
ん
」と
大
き
く
肯
い

て
い
た
先
生
が
、
翌
日
帰
ら
ぬ
人
と

な
ろ
う
と
は
、
誰
が
想
像
で
き
た
で

し
ょ
う
か
。
本
当
に
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。

思
い
お
こ
せ
ば
、
先
生
と
の
出
会

い
は
、
昭
和
五
十
二
年
、
先
生
が
弘

前
高
校
へ
転
勤
し
て
き
た
時
で
し

た
。
最
初
は
半
村
良
の
話
で
し
た

ね
。
彼
の
出
版
本
を
五
十
冊
以
上
書

川
村
昇
一
郎
（
昭
34
卒
）

新
し
い
出た

び

発だ

ち

故 阿部次男先生

架
に
並
べ
て
、
フ
ァ
ン
を
自
認
し
て

い
た
私
は
、
先
生
が
そ
の
す
べ
て
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
大
い
に

驚
き
、
う
れ
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
し
た
。
話
が「
石
の
血
脈
」か

ら「
妖
星
伝
」へ
と
進
む
と
、
も
う

留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。
以

後
毎
日
の
よ
う
に
昼
休
み
、
放
課
後

と
語
っ
て
も
足
り
ず
、
帰
宅
途
中
の

喫
茶
店
で
も
話
し
続
け
ま
し
た
ね
。

そ
ん
な
時
、
先
生
か
ら
い
た
だ
い

た
詩
集
「
謎
問
う
標
識
」
や
「
秘
密

の
小
函
」
の
世
界
に
す
っ
か
り
魅
せ

ら
れ
、
故
・
虎
谷
千
佳
子
さ
ん
と
三

人
で
、
十
二
年
の
歳
月
と
と
も
に
創

り
あ
げ
、
そ
の
曲
の
み
に
よ
る
演
奏

会
を
開
い
た
、
連
作
歌
曲「
花
の
歌
」

や
、
東
京
の
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
ー
リ
サ

イ
タ
ル
ホ
ー
ル
で
発
表
さ
れ
た
、
歌

曲
「
漏
刻
」「
夜
蛾
」
等
、
多
く
の
歌

曲
や
合
唱
曲
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

時
を
同
じ
く
す
る
よ
う
に
、
私
は

文
学
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し

た
。
同
人
誌
「
む
う
ぞ
く
」
で
す
。

作
曲
家
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
笹
森
建
英

先
生
と
二
人
、
中
央
高
校
で
新
体
操

の
音
楽
の
合
わ
せ
を
終
え
、
ふ
と
立

ち
寄
っ
た
ス
ナ
ッ
ク
に
先
生
が
い
ま

し
た
ね
。「
今
度
同
人
誌
を
や
る
こ

と
に
し
た
じ
ゃ
」「
い
い
で
す
ね
、

そ
れ
で
メ
ン
バ
ー
は
？
」「
決
ま
っ

て
る
べ
よ
、
君
だ
よ
」「
え
っ
！
」

と
い
う
会
話
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。「
こ
れ
は
運
命
だ
」
と
い

う
先
生
の
一
言
で
、
一
緒
に
い
た
笹

森
先
生
も
加
わ
り
、
三
人
で
始
め
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
わ
ら
半
紙

に
ホ
チ
キ
ス
留
め
の
創
刊
号
で
し
た

ね
。
そ
れ
は
私
が
今
ま
で
一
度
も
書

い
た
こ
と
の
な
か
っ
た
小
説
へ
の
第

一
歩
と
な
り
、
後
に
新
聞
連
載
や
、

出
版
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。
こ
れ

ら
は
み
な
獏
先
生
の
お
か
げ
で
す
。

先
生
は
私
の
人
生
を
変
え
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
先
生
と
お
別
れ
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
と
て
も
哀

し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
先

生
は
、
多
く
の
優
秀
な
教
え
子
を
育

て
あ
げ
、
三
本
木
高
校
や
、
母
校
で

あ
る
弘
前
高
校
の
校
長
も
歴
任
し
ま

し
た
。
又
一
方
で
は
、「
津
軽
太
平

記
」や「
元
禄
妖
犬
伝
」な
ど
、
多
く

の
小
説
や
詩
集
を
出
版
し
、
弘
前
ペ

ン
ク
ラ
ブ
を
創
設
し
て
、
第
二
代
会

長
に
就
任
す
る
な
ど
、
教
育
文
化
を

始
め
と
す
る
多
彩
な
分
野
に
、
そ
の

卓
越
し
た
発
想
と
俊
敏
果
敢
な
実
行

力
で
功
績
を
挙
げ
、
瑞
寶
章
受
章
に

輝
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
充
実
し

た
日
々
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
獏
先
生
！
常
々
輪
廻
転
生

を
語
り
、
終
わ
り
は
実
は
始
ま
り
な

ん
だ
と
言
っ
て
い
た
先
生
。
や
は
り

こ
れ
は
新
し
い
出
発
な
の
で
す
ね
。

だ
と
す
れ
ば
、
私
も
悲
し
ん
で
ば
か

り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
然
し
、

何
時
も
二
人
で
最
初
に
歌
っ
た
「
旅

の
終
わ
り
に
」
を
、
い
っ
た
い
誰
と

歌
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
…
合

掌
。

（
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
日
）

―
卓
球
雑
感

―

ミロのヴィーナスと
 成田先輩

人
と
し
て
参
加
し
た
映
画
が
最

近
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
原
作
が

連
城
三
紀
彦
著
「
恋
文
」
の
中

の
「
私
の
叔
父
さ
ん
」
と
い
う

作
品
で
す
。
こ
の
作
品
は
絶
対

に
あ
り
得
る
こ
と
の
な
い
、
い

え
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
叔
父

と
姪
の
愛
の
物
語
で
す
。
映
画

を
観
な
が
ら
こ
の
愛
は
本
物
か
、

偽
り
か
、
自
問
自
答
し
な
が
ら

観
て
い
く
う
ち
に
、
禁
断
の
恋

ゆ
え
の
は
が
ゆ
さ
や
必
死
に
生

き
て
い
る
登
場
人
物
た
ち
に
ど

こ
か
自
分
の
青
春
時
代
と
が
混

ざ
り
合
っ
て
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り

と
涙
が
流
れ
、
ふ
と
周
り
を
見

渡
す
と
私
と
同
世
代
の
方
々
が

同
じ
よ
う
に
涙
を
拭
い
て
お
り

ま
し
た
。

き
っ
と
心
の
奥
に
し
ま
い
こ

ん
で
い
た
淡
い
思
い
が
よ
み
が

え
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
半
世
紀

が
経
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま

だ
脳
裏
に
は
生
々
し
く
残
っ
て

い
る
青
春
時
代
。

高
度
成
長
期
と
い
う
真
っ
只

東
京
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
副
会
長

㈱
「
プ
ロ
マ
ー
ジ
ュ
」
社
長

阿
部
次
男
先
生
追
悼

福
井

　

次
郎（
昭
₄₉
卒
）

学
校
の
警
備
シ
ス
テ
ム
が
作
動
し

編
集
後
記

ヤ
ー
ヤ
ー
ド
ー

「
…
誰
人
か
天
下
の
賢
」
と

陸
羯
南
は
問
い
か
け
た
。
そ
れ

が
今
、
鏡
ヶ
丘
に
顕
現
し
て
は

い
な
い
か
。

北
に
生
ま
れ
た
者
の
み
が
持

つ
深
い
思
索
、
反
骨
、
じ
ょ
っ

ぱ
り
魂
。
三
浦
雄
一
郎（
昭
₂₇

卒
）、
長
部
日
出
雄（
昭
₂₈
卒
）、

鎌
田
慧（
昭
₃₂
卒
）、
三
浦
雅
士

（
昭
₄₀
卒
）、
川
口
淳
一
郎（
昭

₄₉
卒
）の
各
氏
の
業
績
は
、
そ

の
才
能
の
み
な
ら
ず
、「
不
撓

不
屈
」「
切
磋
琢
磨
」の
賜
物
で

あ
ろ
う
。
若
者
よ
、
汝
の
道
を

拓
け
！

（
Ｙ
）




